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序 文

宗憮市9叶贔岡市・北九州市の中間に位置し、再大都市の通働圏内にあって+It

1 年来、ペットクウンとして人口が増加しており．宅地闇発や公共事藁が目臼押し i 

の状況となっている。これらの闊覺事婁9こ並行して、文化財の多くが，その姿を

現わし，永遷にその姿を消し去っている．

閲墾によって文化尉が敵濃されていくのはどうすることもできないと言ってし

まえば蘭単であるが．その破蠣される文化財は、私達の祖先が我々に残してくれ

た古代人の知恵であり、今現在、我々の科学技惰の基関ともなる重妻な意義ある

ものである．また，これら文化財は国の宝であり．私遺公共の宝であることと忘

れてはならない．

今後とも以上の事を心に綱み，文化財と取り組んで行くとともに，本書が広く

文化財保護及びキ内碩文の一賣料として活用いただければ幸甚です．な為．発繊

調査、本書発刊にあたり御饂力をいただいた多くの方々に心から感謝の意を表す

る次第であります．

l函年 3 月 31 0 

宗像市教育委員会

敦育長竹原 瑛
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本書は。平等寺。三郎丸地区宅地造成に伴い1983年度に実施した緊急発掘の躙査報告

書である。

発掘講査は、 9ポタ＾ウス株式会社。住友不動産株式会社の委託を受けて、宗像市教

育委員会が実竃した。

本書に使用した図の作製、製図には主に飛野博文、安部裕久、板橋皓世。消家直子、

徳永映子があたった。

本書に使用した写真は主に飛野、安部の撮影による。

本書の執筆は原俊一。飛野。安部が行った。各分担は文末に記した。

本書の編集"第 l•2 章を安部。第 3 章を飛野が行った後に原が取りまとめた。

図阪の遺物番号は挿図遺物番号に一致する。

本書に使用した古墳の番号については、前回調査分から続けることと Lたため｀前回

調査分の古墳番号を次のとおりに変更した。

煎回調査分 今回調査分

城ヶ谷A号墳 城ヶ谷21号墳

城ヶ谷B号墳 城ヶ谷四号墳

城ヶ谷C号墳 城ヶ谷23号墳

城ヶ谷D号墳 城9谷公号墳

城，，谷E号墳 城9谷25号墳

城ヶ谷F号墳 城ヶ谷硲号墳

城ヶ谷G号墳 城ヶ谷力号墳

城ヶ谷H号墳 城ヶ谷磁号墳

城ヶ谷1号墳 城ヶ谷29号墳
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図版15 城ヶ谷古墳出土遺物n

図版16 城ヶ谷古墳群出土遺物麗

図版17 三丸堂ノ上遭肇出土遺物1

図版18 三輝丸堂ノJ:_遺鵬出土遭物D
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第 1章序設

第1章序説

1. はじめに

1鉛2年6月15日．仕友不動産株式会社・クボタハウス株式会社から、宗像市大字平等寺・三

郎丸地区の士地開発に係る協騒書が宗像市に出された。

申請地は、かつて.1973年12月に赤間宅地造成事業として開発申請が出されている。この時

点では．業者・編岡県教育委員会・宗像町教育委員会•福閾教育大学を交えた協議により、平

等寺地区の14基の古墳については緑地帯として保存し．緑地内に1士資料館・遊歩道を設蘊して

古墳公園とする。そのほかの古墳群は、エ＊着工繭に緊急発掘調査をして記録保存することを

決めた。これによって．三郎丸地区の古墳群の発掘調査を1釘4年3月に関始し、 1ii1年10月にこ

の地区の発掘調立を終了した．ところが、平等寺地区の発掘讚企に入る段階になって、 1111発に

伴う諸々の条件が整わないために本工事が中止となった。このため残りの発掘調査も中断する

こととなった。

1函年7月、事業区内を貫通する都市計画道路が事業認可を受けたため、宅地造成と道路建

設が同時進行することとなり．緊急発掘はエ期との関係上．急を要する毒態となった。

1982年の申請時点において．平等寺地区の約14500叫については自然公園として整備保存す

ることが、福岡県教育委員会の指導として明記されていた。このため発掘調査9士保存地区以外

の平等寺地区の古墳群,.ら着手した。

l輿 3月1日着手時には．約15基の古墳を瞳認していたが、鯛査の進行とともに．丘陵尾

線上に、古墳の盛土をほとんど流失した古墳群の存在を知ることとなり、大規模調査の様相を

示してきた。それにともない、調査計酉は大きく変更され、エ期との調整も困難をきわめた。

これとは別に発掘調査の中途において．宗像市都市計画課から．保存地区の自然公園計画

に異議が出された。宗像市が近隣公園として都市計画決定を受けるためには、自然公園として

は認められないというものであった。現行の都市計國法では、開発事業区内には児童および近

隣公園は開発面積の3%以上必要となっている。法の中では自然公園は含まれないと Lている。

このために急拠．禍岡県教育委員会．宗像市教育委員会、宗像市蓼市計國課を交えた協議を

行ったが．結果として｀保存地区の5基の古墳について約5000n!のみは今後緑地帯として整偏

保存する。他の古墳については、発掘綱査を実施して記録保存することとなった。また．緑地

内に建設予定であった資料館9ふ宗像市中央公民館敷地内にブレ＾プを建設して｀整理・保存

することとなった．これを受けて、 1箕3年8月、近隣公園は．都市計画決定した。

以後．発掘調査は大規模となり、数多くの指導・助言・応援を得て．翌1984年1月230に至
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1. ULめに

.,、 ,t,il106 ふ；らおよふ発掘週企を象"し、 •JI さ続き整理に入った．

俎悶・,,,,称に，し、て；'-k・H・玲>' '""いこoM-tるとこ 9』/,.ら、紺々い地J;.にヽ "、ては

小すを"セて遺跡名としたか,.. 1--1, 業内ご節閾教れ人やによ"""''""足掘がよ施され. '城

＂知 ¥J/1群』として甑'iされてわり、今9炉'"掘閾丘を合わせて次＂＇とおりに、迫跡名と報告

"名をr.杵した．
報告¥名

城ヶ谷山＇頃詳 I

域ヶ谷、¥Jj¥群ll

,, 苔""'"'遺跡

所収遺鰭名

城ヶ谷古JAIill973'>'調査）

城9谷;'.JJtll・三郎丸堂 9上遺跡

,, 峙寺,,,麻遺貼 (1985年度報告.,.定）

発掘調査閣係者

；；ー沖像『h教が委H会 敦 育 艮 竹原 瑛

敦育部長 白木国明

社会教育課長 牧田俊次（前任｝

野中秀秋（現任）

社会教育係長 竹村 功（煎任）

井上 弘（現任）

l~'径会計 社会教育主事 立石 実

主 事 城月かよ子

発掘調企 主 事 原 俊

嘱 託 飛野博文

嘱 託 安部裕久

調査指導 福岡教育事崩所 社会教育主査 浜田信也

北九州教育卓務所 社会教育主査 副島邦弘

京築教育事務所 社会教育主査 酒井仁夫

九州大分：蔭剖子・ふ全 助 手 田中良之

発掘調査において．多くの方々の御指導・助言・応援をいただいた．また、地元禍岡教育大

学をはじめ．別府大学．編岡大学の学生の応援を得た。さらに奥村組には洞量等において．便

宜を図っていただいた• 地元の方々には炎天下で．あるいは雷の隣りしきる中の躙査に参加9・

ただきました。皆さまには心から御礼申し上げます。

-2-
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錆1庫序説

2. 位置と環境

城ヶ谷古IA群は、福岡県宗像市大字三郎丸字大田原に所在する61必からなる古J/1群である．

l釘4年にも三郎丸•平等寺地区宅柚砕岱l事に伴い破娯されることになり、波多野成三氏ら

の詣導のもとに謳岡教育大学歴史研究郎考古学直の手によって緊急調虻が実施されており、そ
u, 

の時の調査で匹基が確認された。詳細は『城ヶ谷古JJI群』 1977年、を参照されるとよい．この

うち城ヶ谷21号墳"城9谷古墳群の乗っている丘陵とは別"丘駿に位腹しているため平等寺l句

原遭ー 2~墳として｀城ヶ谷古積群の中に入れないようにした．

今回の調企対象地点は．前回調査のltll!側尾根筋に営まれている"'"'の古墳と前回調査対象

から外された城ヶ谷勾号墳1基、それらの南東隣 OJIこ延びる足根.Lの三郎丸堂 9上において5

基．合計38基の古墳などを調査した．

当古墳群11.欅高 369.3mを最高所として遠賀郡と境をなす城山の南泊麓1このびる舌状丘陵

，，，尾根上に点在する古墳群の一支群である．., 
よって1釘1年に調査された三郎丸古墳群、西に1983年3月から宗像市教育委員会の手によって

調立された平等寺向原遺蘇：その西に1981年~1982年とl邸3年2月の2次に渡って福岡県教育
庄↓

委員会と宗像市教育委員会の手によって調査された平等寺半田古坑群等の古坑群が分布してい

る。

宗像市は、冨岡市と北九州市の中間に位置しており．頁大都市の通勤圏内にあり、ペットタ

ウン化し、ここ＋款年来急激な人口増加とそれに伴う宅地開梵や公共旋設の建設が急務となつ

ている。 1966年に東繹地区の土地区繭整理に伴い緊急調査されたのを集気に幅閾教育大学によ

って躙査された三郎丸古墳群・城ヶ谷古墳群、天理大学、藤井祐介氏らの手によって調査され.. 
た稲元古墳群第 1 期•第 2 期調査、中松元古墳群や福閾県教育委員会の手によって調査された

●● ●9 ●● ． 
石丸遺鶴・相原古墳群・久戸古墳群、宗像市教育委員会の手によって調査された朝町百田遺跡註 .. 匹

•朝町浦谷古墳群・輯町町／坪遺届'. 朝町山添遺跡・相原遺騎、陶填を出土した光岡長尾遺跡．-大穂町古墳群、鍛治工具を出土した帆町山／口遺跡．平等寺半田古墳群に平等寺向原遺跡．野
匹 血慕9 匹血

坂中山遺跡、曲香煩遺跡．朝町妙見遺跡．用山堂／上遭躇、武丸大上げ遺跡．鉄文を出土して

いる名残遺跡品:鏡片を出土している稲元久保遺品忌と休む暇もなく緊急調査が継続されてい

る．これらの緊急調査によって姿を現わした文化財は宅地開発と公共施設建設の犠牲となって

保護されることなく．その姿を消していく環境下に今現在おかれているのである．

註1 波多野院三 9城ヶ谷古墳群J ? ポ9ハウス蛛式会社・住友不動薩蛛式会社 1!177年

竪穴系横口式石室．讀穴式石室を内鶴主体とする①基の古墳の躙"'・

-•-
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第1図 屑辺遺鶴分布図 (1/25000) 1. 城ヶ谷古墳群
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2. 三郎丸堂9上遺鵬
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第'",, 設

註2 波多"'年 ,. こ郎丸，¥項詳』 覇閾教育大't紀如I~ 匹 1年 1,墳9恥 9調査．

'"  平等ヤ地区9こ点1,·n,a瑣群で＼●え群か；，なる曲ぶ"•'"'群でふる。

註4 酒i,u, 『半Pl/峨群』 宋像,Ii文化財綱仕鉗店'"集 1如年
... 西谷A治 9固叫湿群第 1闊潤丘報古』 稲心項"""団 1976年竪大系傾9』式6

室と鯛‘穴式4濯と内郎主"とする 6島の占"'"調企．

藤"佑介 ,., 元占墳群第2期填，，報岩』 稲,,占れ群調虻団 9田6年
註6 '""達也 『6丸遺鯵J 宗像•r文化財調査報告..第 4 集 ""がF

註7 酒"に夫 ,111原古墳群』 宗憮•r文化財調牡鉗告晶第 i 集 1叩年

註8 涵）9仁夫 『久戸古墳群』 合計象町文化財濁遁報告甚第2裏 1979年

酒井仁夫 r久戸古墳群•』 宗像.,文化財調，，報告山第3集 1田9年

註9 1980• ,,., 年綱"・ 古墳お基、小石室9基．大葬廷 1基の調査．鉄搾,,也l鐸があった．

註iO 原俊一 r浦谷古項群lJ 宗像市文化財調査報古甚壌5集 1蛇3年竪.,系禎u式“室

・憤穴式石室を内郎主体とする47晶の占れ、小石室5基．窯踏 1基、大拝塔1基,,潟紅

註II 弥生時代,,期輯半から中期中頃の1'1形住居と占禎時"後期ヽ9カマトをtっ方形仕届躊,,綱

髪．

註12 ギ安時代前半の9●一条の調企．

註13 弥生時代の仕届跡．貯蔵穴群と憤穴式石室を内部：... とする占..,, 磁紀貯祓大群をかこ

んで結橋2り所をl・t没する環i鼻●檎出．貯蔵穴から陶出出七．

註14 ,. 穴式石室を内部主体とするね届の占積の調査．鉄"や鉄鎚などの鍛ホII!がセ.,,で出

±• 
註15 '埋麿文化財発掘躙査既報』 宋像市文化財調迂報告，，第7集 1984年．

註16 註i5に同じ

註l1 註15に同じ

註18 註i5に同じ

註19 註15に同じ

四 冨地原・布芹怖""分布する遺鰭群の稔杯である．各丘陵には弥生時代から中世までの遺

構が分布Lている．富地原梅＊遺跡では鉄文を閾葬すH 壌紅あり．

註2l 大和用仰澄岱に関連する4期調査で、 3つの丘陵，，，諷査で績穴塁印数基と割竹型木棺と竪

穴系横口式石室を内部主体と十る古れの調査である．

-5-
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3. 発掘濁介り慨曇

3. 発掘調査の概要

•V· 等寺・｀真山地区の l地·~梵エギに伴う緊急発狐鼻，，を1983年3/J1 llからl紺4年1月21

！］までの期'"'"こなった..., 該中哀区は197<年にも"ftがおこなわれ. '城ヶ谷，',in群』とし

て報,,,,れている. ,, 囲,,.拉はこの城ヶ谷古m群を含む、-''"丸堂、 L遺跡、·•等寺""''遺
跡、城ャ谷，り坑詳Dに渡る人規桟な兌掘磁査となった。これらの発趾調，，"結呆．開発に伴う

汎在はド紀のようになった．

亮掘に伴う調査遺跡 城ヶ谷古墳群 (1釘4年調傘）

城ヶ谷古墳IIIU

三郎丸堂 9上遺跡

平等寺向原遺蒻

古墳29基

古墳33基

古墳6基

占墳綿基、溝l基

これらの調奇遺跡は、 1983年3月1"に平等寺向原遺跡の 1支群 (2基） •m支群 (4 基）

の古墳調査に差手したのをはじめに,IV支群 (8基）` ＼’支群 (12基） ,VI支群 (9基）、 II

支群 (8基） ,¥●支群 (2基｀内1基は1町3年調査）、城ヶ谷古墳群.(33基）．三郎丸堂ノ

上遺跡 (5基）の古坑潤査が継続しておこなわれ.1984年1月2Iall支群（お基）の古墳調査

の終了をもって今回の発掘調査を終Tした。

各支群の調査ぱ工事と並行しておこなわれた．ょって調査は工事の進行速度によって．各支

群の調査を点々と麦更してこれに対応しなければならなかった。

1支群の調査は3月1日からはじめた。この支群では7基の古墳が確認され、今回調査分は

2基で他の5基は保存されることになっている。今回調査分の 2基は丘陵西斜面"位置するも

のであった。尾恨線上にトレンチと設定してこれを掘ったが遺構は検出できず、重機による表

士剥ぎでも遺構は検出されなかった。よってこの丘陵では2基の古墳を調査Lた．この2基の

古墳の調査が完全に終了したのは、 6月18日であった。

ll支群の調査は8月19日に現況瀾のクイ打ちからはじまる．この支群ではお基の古墳が踵認

された• この内道路分で消滅する●ーね号墳を先に調査することとなり．この支群の調査を進

，，にこの支群Ii墳丘の残りがよく、土層断面で古墳の新旧関係や築造工程などの観察もでき

た．この支群の調査が完全に格了したのは.1984年1月21日でこの支群の調査終Tをもって今

回の調査十ぺてを終了した。

m支群の躙査は4月18日m-1号墳の調査着手からはじまった．この支群はこの国一 1号墳

1基と思われていた．しかL、工事の仮評潅箔をつくるため重機を入れたところ 3基の古墳が

瞳認され計4基となった．この内頂ー 2号墳は、本支群の躙査終了を待たずに実測図と写真撮

-•-
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3. 琵瓢調査の慨蜃

映終了後に、その姿を消してしまった. 5月""のことであった。この支群の調査が完全に終

了したのは、 6月18'1であヽ 』た。

IV支群の調企li6/J3eIV-7*墳の先掘からはじまる。この支群はm支群と同様に、その

1位を確認することができなかったしので.m文群の蘊認によって、本支群も礁認されたもの
である。この支群の調企は中止と再開をくり返し行った支群で｀工事JII佃柑渭略をつくるため

にこの支群の調査を進め、仮設道路ができると他の支群の調査lこ入らねばならないためこの支

群の調査は中止。又運搬J11道路と本線をつくるため、この支群が鹸禎されるので、この支群の

項査を再開するというような寸断された調査になった。この支群の調査が完全に終了したのは

9月240であった。

v支群の調査116月21av-12号墳発掘からはじまった．この支群の調査は｀はじまってす

ぐm支群の古墳が鑓認されたので中止され、これが終了して再開された．この支群は南にのび

る丘綻尾根線上に古墳が乗っていた。又丘陵東鱒にはこの古墳群に来る道と思われる溝が丘陵

の下方から上方へとのびている．これから考えなければならない重要な遺構が検出された．こ

の支群の調査が完全に終了したのは1月19日であった。

V1支群の調査はV支群の調査と並行して行われた。この支群はV支群に走る溝によって隔絶

された古墳群からなる支群である．調査格了はVIIと同様である．

w支群の調査は7月13日¥1-5号墳の発掘から"じまる。この支群は丘陵尾恨練に竪穴系績
n式石室．丘陵斜面に横穴式石室があるものである。この支群の躙査が完全に終Tしたのは8

月5日であった．

I冒支群の調査は1盲-I号墳が今回城ヶ谷古墳群nの調査と並行して進められ、調査終了も同
籟である．＂ー 2号墳1士城ヶ谷古墳群1の中で調査されている．

三郎丸堂／上遺腑は12月7日に器材を攣入.2つの小さなマウンドの平板瀾量および重機を

J11いての周辺の表士発掘を併行して行った．途中、正月休みを快んで翌年 1月18日までのほぼ

lヶ月にわたって..基の古墳と 1基の石積遺構の調査を行った．

城ヶ谷古墳群nの綱査は7月220城ヶ谷31号墳の調査からはじまった．この古墳群は城ヶ谷

古墳群 1と同一丘陵上のもので．この綱査において32基の古墳と前回未調査の城ヶ谷幻号墳の

計33基を調査した．この調査の中で悸水溝をもつ9基の古墳などが検出された。

ー・—



第2紅城ヶ谷1』'""

第2章城ヶ谷古墳群

!. はじめに

当＆頃群が点在Lている丘駿"・"'"'調査された『城ヶ谷占坑群』，，点在している丘駿と同

一，，丘陵であり、前回調企分の北東部にあたる。これ巳城ヶ谷占墳群で最高所とされていた

1号墳よりも更に、高所にあたる位麿にある。

当古1t1群の調；；前の現状1士、 9城ヶ谷古れ群』の 1サ墳の調査がドで、 「近くの古老によれ

ば更に高位に円墳が存在Lたが、開墾の際、破蟻されたと圃'"を裏・づけるものであった。

古爪は．大規模な開墾により，そのほとんどが坑丘及び上部構造を失い、古墳の規撲を明確

に把握することができないばかりでなく奮その丘陵.leiこ古墳が点在することを目認できないく

らいに平坦な原野であった。

調査は、当古漬群の現状から重機を使用して．試掘杭を尾恨線上に関けることによって、古

墳の有無を蘊認することからはじめた。この試掘抗により．表上下-程で古頃の石材にあた

り、その面が地山面とほぽ同じ高さであることを馘認した• この状況から墳丘は完全に削平さ

れ、墓墳も完存しているとは思われない状況と判断し．重機による表士剥ぎをすることにした，

よって．本躙査では、石室・墓濃の調査と馬蹄形溝の遺存しているものについての調査を行な

った．

前回調査分の『城ヶ谷古墳群』で、未調査であった⑳号墳も今回調査を行なった，この古墳

は．未掘墳と言われていたが、前回調査から今回調査まで1びFもの年月が経過しており、その

問に盗掘を受けていによって盗掘抗から発掘を進め、トレンチを開けて墳丘調査をし．墳丘

裾部を捉え墳丘規模を明らかにすることができた．

今回調査分の古禎を整理するにあたって．前回潤査分の古墳番号に続けて整理していく際に

前回調査分でアルファベットによる古墳番号が不便1こなったのでこれを改変し．又城ヶ谷21号

積が当占墳群の丘陵上になく• 他の古損群に含まれるものと思われることから改変をおこなっ

た。よって城ヶ谷21号墳を平等寺向原11-2号墳とし、城ャ谷A号墳を城ヶ谷21号墳とした。

城ヶ谷B号墳から城ヶ谷1号墳までを城ヶ谷22号墳から城ヶ谷29号墳までとし、今回調査分を

城ヶ谷班墳からとした。前阿碍斉分の報告書『城ヶ谷古墳群』を便宜上、『城ヶ谷古墳群1』

とし｀今回調査分を『城ヶ谷古墳群Il』としたい。

-•-
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2. 兒勧鵡忙の紀鯰

2. 発掘調査の記録

I) 第 20号墳

＂砧"''士、榛品 '7.5mで丘陵の先端部に(;(ECており．北側は第l9サ墳と接している．

盗掘のため積頂部は大きく陥没しており．夭,~石に使用されていたと思われる石材が、石室

内に落ち込んだ状況がみえる程であった．

(I) 遭構

墳丘（第4図l 墳丘It,頂部が陥没しているためその高さは明醸ではないが、 50a,内外

の低積丘で．みかけは9m径の円墳であな地山を整形して高まりを造成し．その上に2枚か

ら3枚の低い盛士を行っている。地山整形の墳裾ラインは、南北両トレンチで7.16mを測,.

草側トレンチで4.4mを測る．これから推測すると当玉墳の規撲11.7mから9mの円積と思

われる．

主体部（第5図） 主軸をN-60~Wにとる単室の横穴式石室である，慕墳は．長軸 3.7

m. 幅2.6m、深さ Imを測る畏方形の掘り方と思われる．墓道ti.西北西に開aし．約10度

，，傾きを持って蘭方に延びている．隼道の長さ,.、先端部が削平されているため詳繹を知るこ

とができないが．現存状祝でImを測る。

石室"・ 中央部で全長2.9m.長軸2.4m、幅1.3mを測る両抽式の長方形ブランを呈する．

壁体の構築は．砂岩ホルンフェルスの大振な石け2石を使用して巖石となす．腰石上面のすき

間には、小礫を使用して目張りしており．この面が水平になるように整えられている，北JJIJ壁

は．砂岩ホ9レンフェルスのやや大振な石材5石を使用して腰石となす。屡石上面は．奥壁闘か

ら横日部に向って順次低くなっている。その上に礫塊を雑に積み上げている．南慨壁も膿石4

石である以外は北側壁と同様の構築方法である．玄門部は．南北両側壁からそれぞれ双ぃ程石

材を突出させて両袖を形成している。袖石間の幅I土-で．この問に幅-程の石材1石を11

き仕切石となす．この仕切石によりこの上面と床面敷石との問に1玩“呈の段差をつけている．

又この仕切石上面と嘉道の高さは同一の高さであり、いわゆる拒石的構造を持つ．玄門郎高"・

仕石上面から天井石下面までの 1.2mである。玄門部の構築方法は．両袖石9こ真口程の離塊

を使用し．その上段に北側で6石、南欄で4石の礫塊を積み．この上に天井石を架けている．

-12-
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2. 榮蜘鵡企の記録
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第6図 第四号墳主体郎実澗図(!/栂）
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第よ● 城 9谷MAIi

(2) 出土遺物

土室内からガラス製臼玉10國、鉄鏃勾本,JJ

子2本を検出した．又墳li及面から2個の須恵

器の甕の破片を検出した．

装身具 玉類

武具 鉄鏃

10鯛

農工具

須患器

刀

甕

装身具（第6図）

玉麺 (22-31) いずれもガラス製品であ

る,22•2'•301i径 Baで. ".  24. お~29ほ

径9u.lOは径・-とやや小さい．色はいずれ

も濃紺色を呈している．

武 具（第6図）

子

友本

2本

2片

', ""平恨式に属する

しのと思われる. 3は圭頭斧爵式と思われる．

鉄鐵 (3~2ll

身と茎の一部を欠損している。現存長..,~. 

身の断面は凸レンズ状で基部は長方形．茎"円

形を呈する。"'斧箭式に属する i,のと思われ

る。現存長4mで基部断面は長方形である. 3 

に腐付したものと •-21はいずれも尖根式に属

するものと思われる。 61i片丸造長三角形広鋒

式である。身幅は,~で箆被断面は長方形を呈

する。現存長8.6mである。 1は片丸造正三角

u
杓
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形広鋒式である。身幅は l.6~で箆被断面は長

方形を呈する．現存長,~である。 8• 9はいずれも身と箆被の険片である。身<'ltJJで箆被

第6図 第勾号墳出土遣物実瀾図 (1/2)

断面は長方形である。片刃矢式と思われる。 10~21はいずれも箆彼と茎の蔽片である。このう

ち10・1111箆被から茎に移る際に段を有する.1211刺箆被である。

皇工具（第6図）

刀子 (1 • 2) 1は完形品であが全長12.Sa,.身幅1.4m、身長9mである．

-,s-
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絶蜘調食＂＇記録

）
 
?1 
第30号墳

ー"'""
~ 二こ-二二三こ:---

当山墳は、丘陵

尾恨上よりやや"

側で、第32号墳の

東北東7m、操高

約59mの地点に等

高線と"ぼ平行し

て存在している。

古墳の上部構造

はすでになく．若

干の腰石を遺存す

るのみである．

{ I) 遺 構

主体都（第7図）

主軸をN-52"-

Eにとる小型の竪

穴式石室と思われ
第7図
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第め号墳主体押寛憫団 (1/め）

る。墓墳は．現状で長軸l.7m、幅 1.2m、澤さ 0.2mを測る長方形の掘り方である．

石室"、削平を受けているため、その形態を詳細に把畏することはできないが．遺存する石

材、敷石と石材抜き痕などから推潤して、長軸l-2m.幅0.4mを潤る北東を頭位にとる長方

形プランを呈していたものと思われる。腰石は、砂岩ホルンフェルスの礫塊を横長に使用した

もので．両9トロ壁に各 1石、阿側璧に各3石を配していたものと思われるが現状では両側壁

に各 l右を遣存するのみである．

(2) JII士遺物（第8図）

出土遺物はほとんどなく実測可能なものは．墓墳東側から出土した須

患器の甕の口縁郎1点のみである。この甕の口縁部は．口頚部が短かく

外反度は著しい。口頸郷の高さは約Smで．厚さは約 lm程でやや肉厚

なものである．潤整は内外面共に回転ナデ調警で、口唇部には 1条のあ

まい沈線を有し．頸部には6本を1単位とする波状文を竃し．その下に

'--― 

.ヽ =守"!1,,,, I 
第8図第叩号墳

出土遺物実欄国 (l/3)
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筍2縦域.谷，,,項群

1条""線を巡らしている．色調；1内外面共に9糾火色と豆している. Ill点部内面 I・.半部"・ 灰

かふ＇)により貨炊色を法してし、る．胎 Tには,..  , 後"長t,粒を多く含んだ'"を使IIILてし・

る．焼成"良好である．

3) 第31サJ/I

当古!JIit,丘陵尾恨上

よりやや北側で．第凹号

墳の東約Sm、原高紺,..

mの地点に等高線とほぼ

平行して存在している．

古墳の上部構造1士すで

になく、古墳の規模を明

罐に把握することはでき

ないが、古墳南側の馬蹄

形溝から推●Jすると 6m

から!Omの円墳と思われ

る。

(1) 遺構

主体部（第9図）

主軸をN-Sg'-EIこと

る単室の横穴式石室であ

る。茄墳は、現状で長軸

3m. 幅2.4m、深さ 1

mを測る長方形の掘り方

である。墓道は、西南西

に開口し、約15度の傾き

を持って前方へ約2m程 ！ 
延びている．

石室9ま、中央部で全長

2.3 m、長軸l.9m、幅

lmを測るやや狭い長方

~·· 

＼ 

, .• 
第9図第31号墳主体郎実調図 (l/鉛）

-17-



,. 位髄凋k"""
形ヴ.,,を"'ている 咽体"栴染は、嗅吠；こ砂 \'l•f·.,, ン7 工'"の人似な<il<lliを使1flし

稔iiとなL.腰Iii血,.,.,,勾こなるよう；ユ偵l咆と叫iりを練塊；こ，,,,埋，，，てし・る． こ"'藝石 I,面
より'・"・ 維に礫塊を横積みし．ゃゃ内傾させながら積み上げて,.る.'""'収は. 41; のやや

人板Iヽ砂岩ホ，レンフェ'"の礫塊を仙Illして寝1iとなす 輯1iL曲はイ；整でありそれより上段

し雑に横積み Lて．ほぽ岨直に積み.I,げている。北側陸も南側堕と 1•1様な濤築力法をとってい

る.x債みiillilには，小礫を持ちいて"張，)されている．玄門部は、南北両側壁からそれぞれ
滋ぬn・年程石材を突出させて両紬を形成しているこ両袖石とも上に 3段程積み石しており、

，K面からの高さは....程である。雉石rJJの編は""で．このIIりに侶m呵の仕切石 l石を置く。
この仕切石上函とg道の函さ11同一の高さであり、いわゆる枢石的構造を持つ．石富前面に1士

袖石に続く短い蘭庭側壁が付加されなこの前底側壁ば．基底にそれぞれ l石"礫塊を置きそ

れより上段に順次石材数を増していく積み方をしている.1●塞状汲は仕り）石上面に憤長に石材

を立てて閉塞としている．

(2) 出土遺物

玄室内から士製丸玉 1個、鉄鏃1本、刀子 1本を検出した。馬蹄形濤からは東側で甕が跛砕

された状況で出土L.南側から高杯．腺、提瓶が出土している．

装身具

武具

農工具

須恵器

玉

鏃

子

杯

瓶

丸

鉄

刀

高

腺

提

甕

!Iii 

1本

'* 
1個体

1饂体

1個体

2個体

装身具（第W図）

丸玉 (3)

椙色を呈している．

武具（第100,)

鉄鎌 (2) 鋒のみの破片である．遺存状態が悪く鋒の断面もとれない程

であった。その形艘9士片丸造馨箭式になると思われる。現存長 2.7m、幅 1.2

四を測る．

刀子(!) 完形品である。全長11.5cm,蝙 1.4mである。身は7.2mの

長さで茎との間に2nの段を持ら悶部を形成している。身の断面は背輻3一の

，
 

＠＇

e
 

第10囮

第31号墳出土遺物

実測図I{1/2) 
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第2摩城ヶ谷.,.孵

艮三角形で茎の断面は長方形である．

頃恵器（第11図）

高杯 (1) 馬蹄形i鼻の南躾）から破片で出H たものである。杯部はゆるやかに内傾しな

がら立ちLがり、 U縁部で直立している. "絃嬬部は丸くおさめられている．杯部外面は．底

部を箆削り調整し、それ以上を回転ナデ調整している．杯部中程には1条の沈線を巡らしてい

る．杯部内面は、底部が不定方向の十デ調整．それ以上を回転ナデ調整している．脚郎Ii.詞

註部からゆるやかに外方へ開き、裾端郎をややつまみ上げている。外面は固転ナデ調整で．内

面ば脚往部にしぽり碩を残して裾部に回転.,.デ調整している．色調は外iliiで灰かぶりのため、

黒黄緑灰色を呈し、内面は暗灰色を呈している．胎土は微粒の長石砂を含む精練されたもので

ある。焼成は良好である．

.. (2) 馬蹄形溝の南Illから破片で出土したものである."頚部の蔽片である。ラッパ

状に上方へ延び・"緑部で更に外方へ開き、口縁部でやや内傾させている.u縁端鑢は平坦9こ
おさえている．口頸部外面は、回転ナデ調整の後に頸部下半に・*'単位の波状文を 3条鹿し

それ以上はカキメ調整である．口緑部は回転ナデ調整である．内函は回転ナデ調整である。色

調は内外面共に暗茶掲色を呈Lている。胎土は微砂粒を含む梢諫されたものである。焼成Ii.

やや焼きがあまいようである．

揚瓶 (3) 馬蹄形濤の南側から敵片で出士したものである.u頸部はほぽ直線的に立ち

上り、口縁部でやや外反し、口唇部はつまみ上げて内傾している．体部ば下面が平坦で上面は

弱い膨みを持ち．体部最大径は中位よりやや上面にくも調整は．体部すべてにカキメ調整を

施し．口頸部は回転ナデ調整である．内面は回転ナデ調整で．体銀上面中央に貼付痕を有する．

色調は内外i!ii共に淡い小豆色を品している．胎土は微砂粒を含み．焼成はややあまいようであ

る。

甕 (4• 5) 馬蹄形溝の北側から破片で出土したものである。 9は口頚部が胴部に比し

て短かく、口頚部の外反度は著しい• ロ緑蝙部は平坦に仕上げられ稜をなす。口頸部の高さは

4.5匹程で厚さは約Sn程である。肩部は丸く張9口縁端から1如 n程のところが胴部最大径と

なるものと思われを調整は外面が口頚部で回転ナデ瞬整．肩部は平行叩きの後、カキメ躙整

を施し叩き目を消していも胴部も平行叩きの後，カキメ調整を施しているが肩部"どT寧な

ものでなく．維に施している．内面は同心f'I文叩きを時計回転方向に施し、その後にナデ調整

を施している。色調は内外面共に淡灰色を呈している。胎土1士微粒の長石砂を多く含む精練さ

れたものである．焼成は良好である. 5は口頸部が胴部に比して矩かく、口顆部の外反度は著

しい。 n頭部の高さは•四程で厚さは 7a程である，口縁罐部を肥厚させて稜をなしている．

調整は外面がn頸部で回転ナデ調置肩部から下を平行叩きの後カキメ調整を施し、底部付近

は叩きが消えてしまう"どT寧に施している。内面は同心円文叩きを全面に施している．色調

-19-
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第 2尽砿•H·mn

は外面が暗褐仄色を立し、内血9よ9釦火色を盈している．胎.Lal籟泣＂＇及"砂を多く含んだしの

である．焼成"良々1である。

4) 第 32号墳

当,.墳は、丘駿尾根-"よ』）やや北側で．筍項旧墳の南凶約7皿標高邸ぶnの地点に等品線
と'"王平行して存在しており、今回調企分の最西端に位置するも＂で｀前凪鰍告の『城ヶ谷古

墳群』へと続いて行く・

古1/1の上部構造はすでになく｀磨石と数段の石積みを遺仔しているだけである。

(I) 遺構

主体郁（第12図）

主輪をN-76'一Elこと

る小型の竪穴式石室であ

る．堪l員は、現状で長軸

2.4 m、幅 1.6m、深さ

0.5 mを測る長方形の掘

り方である。一部南側璧

を失

石屯ぱ．中央部で長軸

I.3 m、幅0.6mを測る

もので・西側,.ロ壁がや

や開き、東側,Jヽロ壁がや

や狭くなる長方形ブラン

で西側と頭位にとるもの

と思われる．腰石は両小

口壁にそれぞれ l石、北

側壁に 2石．南慨壁に 3

石の砂岩ホルンフェルス

礫塊を績長に配している．

順石上段は現状で2段遺

存しており、石積みはほ

ぽ水平で垂直に積み上げ

H

零↑

"'叫

•· ,. 
第12図第32号墳主体部実蘭図 (l/40)

-21-

.,J 

；
 .
 



,. 発船潤""・"給

られてし・る.1.kooには,.. 内外"ヽ J,礫によ・・て散1;されてし・る．

、•;,,,,印,,,,外からは．遺物がま.., こく出上Lて,.な9ヽ．

5) 第 33号憤

:•;,\坑Ii, Ii陵屋根」こよりやや北側で、第31>;偵の南!Om、榛涵60.Smの地点に等点線とほ

ぼ平行して{/{fしている。

占瑣のl頂郎情造はすでになく．占填の規模を●1罐1こ把握することはできないが、古爪南側の

馬蹄形i鼻から推測すると 9mから16mの円墳と思われる。

(l) 遺構

主体鑓（第13凶） 主輪をN-39°-EIことる庫室の讚k式石室と思われる,;; 鳩は、現状

で長軸3.9m、幅2.8m、深さ O.Bmを測る長方形のUilり方である．廷道1士・南因に開l1し約

15度の傾きと持って.,方へ峯）2m程延びている．

石当は、そのぷけをすべて抜き取られており｀敷石の一部が遺(;するのみで、土室プランな

どを詳繍"知ることはできなかったe しかし床面敷石や石材抜さ痕などから推潤して、長翰2.

、Im,幅 I.<mを測るやや胴の張る長方形ブランを呈し、再袖を持つものと思われる．

(2) 出上遺物

玄室内から鉄鏃3本．刀子 I本を検出した.ii道からは須必器の高杯 1飼体を検出した．馬

蹄形溝からは須恵器の杯茎2個体．杯身2個体．甕2鮨体．士師器の高杯1饂体などが破砕さ

れた状況で出土した。

武具

塁工具

須恵器

土師器

鏃

子

蓋

身

鉄

JJ

杯

杯

高杯 1饂体

杯

甕

島

3本

1本

2鰯体

2個体

2個体

1個体 ． 
武具（第14図）

鋏饂 (2-4) ,-·• いずれも平摂式に属するものである。 211阿丸造腸袂三角形式で

現存長10.:k圃である. 3・4は共に圭頭斧箭式である。 3の現存長は8.8m.ヽの現存長は4
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.,. 逍ll-'Jell

wであるン

O¥Ul I第1414)

閑から茎1こかけての蔽片である．現

/ilを●｀叫輻,.,~を●Iふ俎端部にをとヽr行のMl
を,.,っ木質を追Ifしているン

刀子 (I)

"'払器 1第15図）

杯蓋 (I • 2) '"天井部が水平に近く''棘部

は"ぽ，.“に立ちH.11粒燐郎"丸くおさめている.,

罰戸~.

Y<:!~. 
天井部と II絃部の祝には稜を打しており、これによっ

て助確に区分されている．外面の調整9士器高の％程と

反時,r回り方向のII止箆削り調整し、それ以下， II縁
までを横方向の十デ調整している。内面の調整"天1,

部を,,定方向の十ヂ調整、それ以下は憤方向のナデ調

整している，色調は外面が灰白色を呈Lているのに対

竺 1

;, 

第u図

声

第氾号槙/!I土遺物実欄図 III /2) 

こ,~□□ 
~ 

,c. 

ヽ

一二—~·,
冒
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．
 
15CM 

第15図 第氾号n出上遍初実測図n0/3' 
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第2郎城ャ谷/,Jh畔

して内血"黄複色を只している．胎土は微位，，艮<•砂を含むIll練されたものである．焼成1よ焼

さがあまいようであが 2は天井蹄が丸味と持ちゆるやかに内傾して行さ、"絃端部"切り鉗

されて斜めに調整され内面に稜を持つ。調整It猛扁の均程に収時j枷lりの暢櫨を使9りLて箆削

り調整してお，'、それ以下"回転十デ調整である．内血は天井部がド定方向のナデ調墾、それ

以下を回転＋デ調整している、色調は外面が暗灰色を呈し、内面は灰色を呈していふ胎士は

微砂粒を含む精練されたものである。娩成"よややあまい燒きである．

杯身 (3• 4) 3は立上り高 l.lraで基部から内傾して立ち上り中径から直立する。ロ

給郎"丸くおさめられている。受部と立上りの挽11不明諌である．底部は反時計回り＂養櫨

を使用して箆削9調整している。それ以上は回転ナデ欄整している．内面は底部が不定方向の

十デ調整で、それ以上を回転ナデ調整していを色調"外i!iiが暗黄灰色を呈しているが一部火

まわりのためか、黒灰色を呈する部位もある。内面は暗黄灰色である．胎上は微粒の長石砂を

含むしのである。焼成11ややあまい焼きである. .,, 立.1 り高 l.2~で基部から内傾して立ち

Lる。 LL緑端部はやや尖りぎみに仕上げられている• 受鵜と立上りの埃は不明瞭で受郎はほぼ

木平に延び、端部を若干上方へつまみ上げている。体部はゆるやかに丸味をおびている．内函

体郎と立上りの瑳はIJI貌である．調整は器高の％程までを反時計回，)の蝙帽を使用して箆削り

調整しており、それ以上を回転ナデ調整Lている。内面は底部を,,定方向のナデ調整、それ以

上を回転ナデ調整している。色躙は外面が暗黄灰色を呈し．内面は淡灰色を呈している．胎土

は徴砂粒を多く含む。焼成はややあまい焼きである。

高杯 (5J 杯部ば丸味を持ってゆるやかに内傾して言中程から直立する。口緑端部は丸

くおさめられている．脚部はラッパ状に開き．脚柱部に長方形の l段透しが3ヶ所に入る。調

整1む杯部外面で器高の％程を時計回りの輔櫨を使用して箆削り諷整Lている。それ以上は回

転ナデ調整である。体部と口緑部の境には 1条のあまい沈線が巡っている。内面は不定方向の

ナデ調整でそれ以上を回転.,.デ調整している。脚部は内外面共に回転ナヂ調整の後．外面から

箆切りして透しを作っている。色調は．外面が暗灰色を呈しており、内面は灰色を呈す。胎±

は微砂粒を含む精練されたものであか焼成1ま良好である。

聾 (6• 7) 6は甕の口縁から肩部にかけての破片である。口頚部は胴部に比して短い

形態のものと思われる。高さは•-•~程で．肩部から約印度の傾斜を持ち直線的に外反し・ロ

縁端部を肥厚させ、段をつくりだしている。調整は肩部で平行叩きの後カキメ潤整しており.

それ以上を回転ナデ調整している。内函は肩部で同心円文叩きを反時計回りに施していを色

調は内外面共に淡灰色を呈している。胎土は長石砂を多く含んでいる．焼成11ややあまい焼き

である. 7は甕の頚部から肩部にかけての破片である。頸部はほぽ垂直9こ延びている。潤整Ii

肩部で平行叶1きの後ナデ調斃を施している．内面は横方向のナデ調整である．色調は外面が灰

かぶりのため黄緑色を呈L、灰かぶりのない部位は患灰色を呈している。内面は黄灰色を呈し

-25-
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2. 発掘綱査ヽ9』,.. 

ていな胎Lは,_蘭後の長石砂粒を少々含んでいる。焼1戊"良"である。

6) 第 34号墳

当，'illlli.丘駿尾根上より北側で、第箕9号墳の北!Om.憬.,,l.5mの地点に等命線とほぽ平

行して存1'している。

，¥ lit'>上部構造はすでになく、古墳の規模を"'蘊1こ把握することはできないが、古墳東側の

熙蹄形9壽から権剃すると 8mから!Omの円墳と恩われる．

(l) 遺 構

主体鶴（第16図） 主軸•N-"1-Eにとる阜室の横穴式石室である。印員は．現状で長

軸3.3m,幅2.5m,l案さ 0.4mを澗る長方形の掘り方である，墓道1士、南西に開□し、約‘め
度の傾きを持って前方へ約lm橙延びている。

石宝11.lli圃壁で3石、北奥壁で1石を遺存するのみで・石室構造を詳細に把握することは

できない瓜床面敷石と石材抜き痕などから推測すると中央部で長軸約2.2m,幅1.3mを測

るやや胴の張る長方形プランを呈するものと思われる。遺存...る籐石は．やや大振りの砂岩＊

ルンフェ 9レス礫を使用し．奥壁9こ2石、西側壁に5石.東側壁にもこれに近い個数の石材を使

JIIして壁体を111成していたものと思われる．石室前面には前庭壁を付加していたかいないかは

現状では明摩9こできなかった．

(2) 出土遺物

玄室内床面奥壁西端からガラス製玉類が円径l公躙程の範固内に47錮体一括して1l!土した。そ

，，ガラス製玉類が一話して出土した地点から東へHk凪、南へ21km程離れた地点から耳環がそれ

ぞれl餌づつ出土した。奥壁中央部から4はn程入口側に出た地点からは｀水晶製勾玉が1錮出

土している．馬蹄形溝からは須恵器の有葺高杯の蓋と鵡が出土した．

類 47値体

1饂

2饂

l鯛体

1個体

装身具

須患器

玉

勾

耳

玉

環

有蓋高杯蓋

嫌
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第16図 第双号墳主体部実調図 (l/船）

装身具（第17図）

直 (1~47)

を呈している．

ガラス製品である。ほとんどが径10,,内外のものである。色調は暗青色
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,. 兒掘混,.,,起以

勾玉 ,,18)

"れてし，るさ

釦,,限，¥/, で．色：'"'"'てある."さ""匹を測る穿孔"―・}jからのみ行な

耳環 149• 501 C観とい鉗''"立1こ金箱と施した金殴で.,,. なすものである。虻it24

m、紅/t,I皿である 環"断曲心kl●、"国、阻印u'>l'l形である0

R ⑥ @'R@00R@R@0 ◎ R 
.,,, (I!)直， l!D,( '<ID• ( 9 (• (• 暉,lllln血 '()u軍

@R  ⑲ ⑥ @R  R ⑨ @) @④  @R@  
⑪,, R,. ⑮,，⑪，・ (]l.,1ID.,GJ),.<1D,,@,,(l]l,.Rぉ IJJ)~(J]),,@,.

R ⑤ ◎ @ @ @R@  @⑨  ⑲ @R  R 
⑲匹 IID~ ⑩ "R,,<lll,.<ID., ⑩ぉ四孤..,,(l]I疇⑩讀 /ID.,<11.,(JD., 

cRRR@  
四"IID≪(I])朽匹..!l)・9りc..ぃ旦
第17図第34>>.uttL遺物実濤因 I(1/2) 

'"" 

須恵器（第18図）

賓董萬杯董 (1) 馬蹄形溝から出土したもので、体

部は丸味を持.,て内傾して行きい縁部で直立する．杯天井

部の中心に1li部を若干＜ぽませた扁平なつまみがつく．ロ

舷端部は箆切りされており、斜めになって断面は凹状を呈

している．調整は器高の約％程を箆削り調整した後に天井

部中心につまみをとりつけ横ナデ調整による仕上げを施し．

その後カキメ詞整を施している．それ以下は回転ナデ調整

である。体部とU縁部の廃には 1条のあまい沈線を巡ら L

ている。内面は天井部を不定方向のナデ調整．それ以下を

回転ナデ識整している。色調は内外面共に黄灰色を呈して

いる。外面の一郎1こ灰かぶりのため黒緑色を呈する部位が

ある。胎上は微砂粒の長石砂を含む精練されたものである．

， .• oc 

第18図第“号墳ill上遭物実瓢図"
(1/3) 
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第2阜城ヶ谷I,墳群

焼成"良好である．

腹 (2) 頚郎と球1本部を遺IIする破片である．球体郎は最大径9,5Rと大きく顛基部は

細くしまり"絃郎へと外方に1舅いて延びるも，，と息われが現状で"頚部に6本を1単位とし

た波状文を3条連続Lて施している・"、球体部l卦半に 1条の沈線を施し、これの上下にそれ

ぞれ 6 本を l 単位とした波状文を各 l 条づつ施している，調整は球体部¼程を箆削り調整 c.

それ以上を回転十デ調整している。内画は回転ナデ調整である．穿孔は球体部中央よりやや上

方に外側から内欄方向に径16'曝の円形のものをおこなっている。色調は外面頚部が灰かぶりの

ため黒黄灰色を呈し、球体部は黄灰色を呈している。内面は9音青灰色を呈している．胎土は l

一前後の石英砂及び畏石砂を含む．焼成は良好である．

7) 第 35号墳

当占墳ば丘陵尾根上に乗っており、第“号墳の南IOm,第39号の北lOm.標高62.Smの地

点に等高線と"ぼ平行して存在している。

占填の上部構造はすでになく、古墳の規模を明肇1こ把握することはできなかった．

(1) 遺構

主体綿（第19l>l) 主軸をN-32'-Eにとる単室の横穴式石室である。畠填ば現状で長

軸4.6rn.幅3m,深さ 1.2mを測る長方形の掘り方である。墓道は．南西に開口し約15度の

傾きを持って煎方へ約Im程延びている。

石室は、中央部で全長3.7m、長軸3.2m、幅1.8mを澗る。中程でやや嗣の張る両袖式の

長方形ブランを呈する• 壁体の構築1士、奥壁1こ砂岩ホルンフェルスの大阪な石11を2石使用し

腰石となし．屡石上面が水平になるように •lヽ廉を積み、その上に礫塊を"ぽ水平になるように

横積みしてほぽ垂直に積み上げている。西鰐璧は. 3石の砂岩ホルンフェルスと 2石の礫岩＊

ルンフェルスの計5石のやや大振な石11を使用して襲石となし．順石上面をほぽ水平1こしてい

る．その上段をやや横口部に傾斜"しているが．ほぼ水平に石積みLている。東側壁も屡石の

石材が砂岩ホルンフェルスである以外は西側壁と同様な構築方法をとっていも又積石間には

小磯を持ちいて目張りされている。玄門部は，東西両側壁からそれぞれ"""・20a,程石11を突
出させて両抽を形成している．丙袖石とも上に 2段程積み石しており，床面からの高さはlm

程である。袖石間の縫は'"""で，この問9こ幅お0の仕切石 1石を置く。この仕切石により、こ

，，上面と床面敷石との問1こ箕口程の段差をつけている．又この仕切石上面と墓道の高さは同一

の高さであり、いわゆる桓石的構造を持つ• 石室前面には袖石に続く短い詢庭側壁が付加され

る。この前庭側璧は．基底1こそれぞれ1石の艦塊を置き順次石材数を増す石積みである．

-29-
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2. 楚誠躙女の記録
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第19図 第珀号墳主体郷実調図 (l/叩）
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(2) 出.b鼈物

を検出した．

武具 鉄鏃 3本

須恵器 9負 1個体 1f y • 
武具（第⑳図） V, .• 
鉄鑑 (1-3) 1~3すべて破片である. "'箆被の一部と茎を遺 •c• 
存するもので、箆被断面は長方形で茎断面rm形である。箆敏と茎N"i1こ I 第因第岱サ墳
段を有する。現存長8mを測る.'"箆披の一部と茎を遺存するいので • 出±遺物実瀾図I
箆被断面は長方形で茎断面は円形である。箆被と茎の間に"段が悪く (1/2) 

茎にはこれと平行の木目を持つ木片が遺存すが現存長7.5mを測る．

3は身の断面が背蝙2uの長三角形を呈しているところから片刃矢式

の身の破片ではないかと思われも現存長3.5,uを測る。

須忠器（第m図）
鴎 球体郎のみを遺存する破片である．最大径8.800を中央部と

するもので．この中央部よりやや上方に径Imの穿孔を施している．

球体部上半に2条，，，沈線を巡らし、その上に箆状工具による刺突文を

施す．調整は底部より球体％程を静止箆印り調整、肩部から頚部にか

けてはカキメ調整を施している。内函は底部に指おさえがみられ．それ以上はナデ調整である．

指おさえがみられることから．型に粘土をおさえこんで球体部を成形したものと思われも色

調は内外面共に黄灰色を呈している。胎土は長石砂を少量含むものである。焼成は良好である．

打

i
~
ーヽ＼

1
墳号

-
ぁ
•
第

図瓢

図

実a
5
 

8) 第 36号墳

当古墳は、丘陵尾恨上に乗っており、第33号墳の南13m、探高62mの地点に等高縁と直交し

て存在している．

古墳の上部構造はすでになく、古墳の規摸を明肇1こ把握することはできないが｀古墳南鯖の

馬蹄形溝から推測すると Smから!Omの円墳と思われる。

-31-
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2. 発勘調査の記録
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姐2章破ゃ谷..... 

(l) 遺 Ill

主体郎 9第"図） ，.軸をN-6T-Eにとる11嘩ヽ情訊式も室である.'"廣ば現状で長

軸4.lm、紺2.8m、深さ l.2mを測るk方形の貼り fjである. "道1士、酉1こ00'1し約9度の

傾きを持—•て前}jへ約 2m程延びている。当山れでは．特に鉗追下に排水施設をつくりつけて

いる。これば函に関llする仇道Fに3.5m函9こli!び市西へ2m程曲ヽ≫て延びる溝を掘，) こ`

の溝の上にMオを11!き亀..渠をつく•，ている。

石室"・ 中央部で全長3.5m、長軸3.lm、輻 l.Smを測る中匿でやや胴の濠る長方形プラ

ンを呈している．竪体の構築は、南闘盟で石材か抜き取られているので詳細を祀饂することは

できないが．敷石や石材抜き痕などから推測すると｀奥陸には砂岩ホルンフェ,,スの大振な石

け2石を使IRLて腰石となしていたものと思われる．北側壁は5石のやや大振な石りを使用し

て腰石となす。艇石上面11ほぼ水平9こ整えられており｀その上段に犠に礫塊を憤積みしている．

南側墾はすぺてないが、北側壁と'"'様のIll造を品していたものと思われる．玄l'lJl¥ll士．南北両

側壁からそれぞれ切m.お四捏石材を突出させて両袖を形成Lていたいのと思われる。玄門部

高"・"'面敷石上函から7釦退であふ袖石間の幅は-で．この間に4紅圃前後の幅と持つ石

材3石を置き仕切石としている。この仕切石上面と崖道の高さは同一の高さであり、いわゆる

据石的構造を持つ。石室前面には．袖石に続く前廷側壁などの施設を持たない。

(2) 出土遺物

玄室内から鉄鏃2本.ll+I本、不明鉄器4

饂を検出した。募道埋土からは須恵器2個体．

土師器 1個体を検出、馬蹄形濤からは須恵器の

杯蓋 1傾体を検出した。

~ エD,il 
武具（第231切

鉄鰭 (2・3) 2は鏃の身を遺存してい

る．平根式に属するもので．両丸造腸快三角形

式であろう。 3は箆被の一部と茎を遺存してい

る。箆被の断面は長方形を呈し、茎断面 1土田形である。現存長は s.s~である。

，，子 (l) 鋒と身の一部と関を遺存している。関の部位に木質が遺存している。身の断

第23図 第珀号墳出土遺物実潤図I(I /2) 

面は，背幅,_の長三角形を呈していも現存長8.Smである．

不明鹸彗 (4~7). 4 は現存長·~、幅•-•~. 厚さ 1一の鉄板状のものである。 s-
71士断面円形の棒状のもので両端9士球形を呈している。棒状の部位には木質が遺存している．

-33-
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兒伽誠,,,,紀鯰

✓----------, 

←—□\ 

第....筍サ項1111遺物実胴図.(l/3) 
須忠器（第凶図）

杯蓋 (I)

~~l--F! 
。

IOCM 

馬蹄形溝からの出土である. "絃部から体部にかけての破片で体部と U縁郎

の度に 1 条のあまい沈線を巡らしている．天井部は平担になるものと思われる.c~礫部9す斜

，，に箆切りされている。調整は現存する部位では、内外面共に固転ナデ調整している。色躙は

外面が畢灰色を呈し．内面は、淡灰色を呈している．胎士は 1•詢後の長石砂を含むものであ

る．焼成は良好である。

騎l付直口壼 (2) 墓道埋土からのIll士である."頸部は、若 ように直立して

おり、"様端部は丸くおさめられている．胴郎最大径は中央部よりやや上方に位置している．

脚部はラッパ状に関くものと思われる。体部には全面カキメ講整で底部には'*'単位の波状

文を2条施している．脚部は横方向のナデ調整である。内面コ整は横方向のナデ調整である。

色調は外面が黒紫色を呈している。灰かぶりのため肩部以上は黄灰色を呈する。内面は灰色を

呈している。胎七れ讀砂粒を少量含む精練されたものである．焼成は良好である。

慕道埋土からの出土である。口頭部は外へ直線的に開くしので、口縁端部は平瓶 (3)

丸くおさめられている。胴部最大径は中央部よりやや上方にある。調整は外面で叩き調整の後

T寧なカキメ調整と＋デ調整により叩き痕を消している。肩部には箆による羽状文を施してい

る．内面調整Ii十デ濁整である。色調1士内外面共に暗灰色を曼している．胎士は微砂粒を含む

ものである．焼成1ょ良好である．

土師器（第24図）

I! 

: 

寓杯 (4) 哀道埋土より出土したものである。杯郎の破片で、底は平坦で体部1がゆるや

-34-
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第お図 第m号墳主体郎実麗図 (l/≪Jl
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,. 発掘調企の記鰊

かに内傾し"緑部で外反する．体部と""部"祝1こはあまい段を＂し区分されている．調整"

風化が激しいた，，""'醐である．色調"内外曲共に亦褐色を塩している．胎上はほとんど砂粒

を含まない精練されたものである．統成"良好である．

9) 第 37号墳

当古墳は、丘陵尾恨上のやや南側で• 第36号JJ1の南!Om.標高61.5mの地点に等高線とほぽ

平行して存在している。

↓墳の上部構造"すでになく、古墳の規模と明識1こ把握することはできないが，古墳ltllllの

馬蹄形溝から推測十ると 8mから!Omの円墳と思われる。

(I) 遺構

主体綿（第25図） 主軸をN-81°-EIことる単室の横穴式石室と思われる。塁頃9よ、現状

で長軸4m、幅 2.6m,深さ 0.9mを測る長方形の掘り方である．

石室は、削平を受けほとんどの石けを抜かれているため詳繍を把鰹することはできないが．

飲石や石材抜さ痕等から推測して、長軸2.7m、幅 1.7mを測る長方形ブランを呈するも，，と

思われる．床面1む 1知内外の角，，とれた小礫を使用して敷石としている。

(2) 出土遺物

玄室内から鉄鏃1本を検出した．

武具（第お.,,

鉄饂 これは尖根式に属するもので、両丸造三角形式である• 箆被は短かく

すぐ茎へと続く．箆被の断面は長方形を呈している．環存長7mを測る．

10) 第 38号墳

当古墳'"・ 丘陵尾根上に乗っており、第お号墳の東!Om.標高63.5mの地点に

等高線と直交して存在している。

第汲咽

第号墳出士

遭物実鯛図

Cl/2) 

古墳の上部構造は十でになく、古墳の規模を明確lこ把握することはできないが，古墳南鯛の

馬蹄形溝から推測すると 6mから Smの円墳と思われる．

(I) 遺構

主体鶴（第幻図） 主輸をN-73LEIことる単室の横穴式石室である。墓墳"・ 現状で長

-36-
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 第幻図 第38号禎主体郎実illJ図 (I/嶋）
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況闊調介の記録

軸 5m、幅 3m、深さ l.4rn•illl る長 1j形ヽ9掘''"であ.. 贔辺"。函南西にIIIIUし。約12度

"傾きと持・・て前方・ヽl,i.5m社延びている．•り、＼墳では、特にg道和こ排水厖設をつくりつ

"ている，これは．直南店に 1月"する地道Fに :lm 往"'"西 9こ延び、北西に 5m程曲•ぺ延び

る溝を掘り、こ"溝"上に“けを紺き9音巣をつくっていたしのと思われる。

石室は、削平を受け、ほとんどの石材を抜かれているため詳繍を把振することはできないが

敷"ゃiii-I抜き痕などか,,推漏Lて．長軸2.8m、幅 1.7mを測る中程でやや朋の張る長方形

プランを差するしのと思われる．

(l) lll.t遣物

玄室内から丸玉1個．管玉 111!1、小3'4811!1と須恵器の臆を

検出した．

装打具

須恵器

Iヽヽ

丸

管

線

装身具（第四因）

玉

玉

玉

48値

l個

1個

l饂体

ガラス製品である。大きさで径,_内

外のものと 3細内外のものとに大別できる。前者は7飼であ

り盲後者は41個である。又色調は青色と青緑色の2色がある勺

丸王 (49) 水晶製品で、色は透明である。径8一で穿

小玉,,-岱）

‘
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孔は一方向からのみ行なわれている．

碧玉製である。長さ16uで一方向からの穿孔雪玉 (50)

である。

須恵器（第29図）

ほぼ完形品である。球体部は 9.5~と大きく胴部最大

径はほぽ中央付近にありややしまりのない頸部からラッバ状に

臆

第お因

n頸部が開き、口縁部で段を有し．さらに外反して口縁罐部付
近でやや直立させ．端部は丸くおさめている。穿孔は 1.5四程

の円を外方から内へと穿っている．調整は球体部底面に反時計

回りの箆削り調整で．それ以上を横ナデ調整している。口頚部

上半には. 6本を 1単位とする波状文が3条施されている．内

面は横ナデ躙整である。球体部と口頸部の境には明瞭に貼付痕

第29國

SCM 
; 

第潤号収出土遺物実厠図I
(1/2) 

第潤；；墳出上遍物尖潤図"

(l/3) 

ー嗚一



第2章城ヶ谷ぷ爪群

が織察された．色調は外面が淡肯灰色を呈しており、内面が肯灰色を呈している．胎土は微砂

粒を含む精練されたものである．焼成Ii良好である．

JI) 第 39号墳

当古墳は、丘陵尾根上に乗っており、第35号墳の南!Om。標高63mの地点に等高練と直交し

て存在している。

紅仰M

Z
喜

江 ｀ ，
 

'" 
第刃図 算”号墳主体煎貪瀾団 (I/嶋）
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2. 茫掘調食の記録

古墳の上郎構造はすでになく、占IJI.,>規模を明確に把握することはできないが．古墳北側の

馬蹄形9鼻から推測してSmから!Omの円JJIと思われる．

(1) 遺構

主体郵（第30/lil) 主輪をN-73'-EIことる単室の横穴式石室である。墓I員は、現状で長

軸3.7m、幅2.Sm,深さ 0.5m¼槻る長方形の掘り方である．墓道11、西南西に開口し、約

20度の絨きを持って前方へ約O.Sm廷延びている．

石室は、中央部で全長3,5m.長輪2.5m、幅1.5mを潤る中匿でやや胴の張る長方形プラ

ンを呈する．壁体の構築9士、奥璧1こ砂岩ホルンフェルスのやや大振な石材2石を使用し屡石と

なす．磨石上面はほぼ水平で、その上段..躁塊を緯に積み上げている．南側壁は砂岩ホルンフ

ェルスのやや大振な石村5石を使用して腰石となす．腰石上面は奥壁側から横U部に向って順

次低くなっている。その上に礫塊を雑に積み上げている。北側壁も慶石が4石以外は南側壁と

同様の構築方法である．玄門部は、南北両側壁からそれぞれ'°"'程石材を突出させて．両袖を

形成している．袖石間の蝙は-で、この間に祖""租の農塊2石を置き仕切石となす。この

仕切石により.この上面と床面敷石との間9こl釦真稔の段恙をつけている。又この仕切石上面と

墓道の高さは、同一の高さであり、いわゆる裾石的構造を持つ．石室前面には袖石に続く短い

前庭側壁が付加される。この前庭髯壁ぱ基底にそれぞれ2石の簾塊を置きそれより上段は雑

に石積みしている．床面Ii.IS...内外の角磯によって敷石されている.

目
冒

e
>·‘

体個ー瓶提の器瞑i
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．
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鏃
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土
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玄

lll
武

須

が

武具（第31図）

鉄鎌 (l~3) 1·2 は平根式に属するものと思われる• Iは身

，，一部を欠損しているため接合できなかったが同一鯛体である。圭頭斧

箭式であろう．現存長12ふコである。 2は斧篇式の鏃であるが、頭の形

態は不明である。現存長3.5四を潤る。 3t文尖根式に属するものと思わ

れる• 箆被断面は長方形で茎断面は1'l形である．箆被と茎の撓には段を

有する．又、茎には木目が鏃と平行に走る木質が遺存している．現存長

3.5 mを誕る。

第31図第碑号墳出土

遭物実躙園I {l/2) 

＇ 
-40-
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第2阜 城 9谷，1項詳

須し遺昔（第32図）

提賑

馬踏形濤から

Ill土したしので

，，る.~ 頸部は
外反しながら延

び"緑肇部で上

方へつまみ上げ

ている。胴部最

大径は中央部に

あを調整は全

体にカキ 9調整

を施している．

ロ頚部は績方向

の.,.デ調整であ

る．内面上半は不定方向のナデ調整をおこない、下半は回転ナデ調整である．上半郎ほぼ中央

には径7,匹程の貼付痕が観察できる。色調は内外面共に淡青灰色を呈している。胎土は l•前

後の長石砂を少量含むものである。焼成は良好である．

第立図 第四号扇出上遭物実讚図D (! /3) 

12) 第 40号墳

当古墳は、丘駿尾根上よりやや南側で、第39号墳の南Sm.標高62mの地点に等高線と直交

して存在している．

古墳の上部構造ばすでになく．古墳の規模を明確にすることはできなかった．

(1) 遺 構

主体輝（賽岱図）

,
4
 
i

f

 

主輪をN-幻・-w,ことる小型の竪穴式石室と思われる。墓1員は．現状
で長輪!.Sm,幅 !.Sm,深さ D.Smを測る方形の掘9方である．

石室は、削平されており｀その形態を詳繍9こ把握することはできないが。遺存する石材及び

石材抜き痕などから推測して長軸D.8m、編0.6mの長方形プランを呈するものと思われる．

壁体の構築"。砂岩ホヽレンフェ，，，スの礫塊を屡石として使用し．両9トロ壁1こ各1石、両側壁に

各2石を配したものと思われる。床面には若干の小磯がみられる。

当古墳内外からは、遺物がまったく出土しなかった。

-41-
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第お図 第めサ墳主体郎実瓢図 (l/,0)

13) 第 41号墳

当古墳I士．丘陵尾根上よりやや南側で、

第39号坑の東6m、慄高63.Smの地点に等

高線と直交して存在している．

古墳の上部構造はすでになく、古墳の嬢

模を明確にすることはできなかった。

(I) 遺講

主体綿（第34図） 主軸をN-41~E

にとる小型の竪穴式石室である書墓l員は，

現状で長軸 1.6m、蝙 l.2m、深さ0.2m

を掬る長方形の掘り方であな

石室は、中央部で長輪0.7血幅0.4m

を測る長方形プランを呈する。壁体のIll築

比砂岩ホルンフェルスの礫塊を瞬石とし

て使用し、両ヽI心壁に各1石｀両Ill壁に各

紅編•

ビ

',. 
第沼図 第41号墳主体輝実震l図 (l/≪J)
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第2阜城ヶ谷古墳II

2 石を配している．腰石から上段は現状で 1 列積まれているが、数•Jlllみ上げられていたもの

と思われる，

当古墳内外からは、遣物がまったく出土しなかった．

14) 第 42号墳

当古墳は、丘陵尾根上よりやや南側で、第41号墳の南3m、標高63mの地点に等高線とほぽ

平行して存在している。

古墳の上部構造はすでになく、古墳の規模を明蹟にすることはできなかった．

(J) 遺構

主体ill{第35図） 主軸をN-

7l~E にとる小型の竪穴式石室であ

る．墓墳は、現状で長軸I.Sm、幡

1.5 m. 深さ 0.4mを襴る長方形の

掘9方である．

石室は、削平されており．その形

態を詳繍に把握することはできない

瓜遺存する石材及び石抜き痕など

から推測して長軸0.6m.幅0.5m

の長方形ブランを品するものと思わ

れる．壁体の構築は．砂岩ホルンフ

ェルスの職塊を腰石として使用し、

両9トロ壁に各1石、両II壁に各2石

を配したものと思われる。当古墳内

外からは．遺物がまったく出土して

いない、＇

15) 第 43号墳

当古墳は．丘蒙尾根上よりやや南

1111で｀第位号墳の東im、標高63.5

mの地点に等高線とほぽ平行して存

H
 .
.
.
 

砕..

虞亭

＂ ，
 

●
-

第國第号墳主体笥寛賣同 (1/.. ) 
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,. 

在Lている．

占、IJ¥の上部情造はすでになく、占IJ¥の

規楼を明馘にすることはでさなか.,た．

(I) 遣 情

主体部（第36図） 上軸をN-or—

Eにとる小型の竪＇穴式石室である。皇墳

は、現状で長軸2.2m、蝠l,4m、深さ

0.5 mを測る長}j形の掘り方である．

石室は、中央部で長軸l.3m.幅0.7

mを測る中程でやや胴の張る長力形プラ

ンを旦する．撻体の構築は、砂岩ホルン

フェルスの礫塊を緩石として使用し、両

, l• ロ並lこ各l石．両Jilj壁に各3石を配し

たものと思われる・東側,,心壁が西側,,ヽ

u壁よりやや広くつくられていることか

ら東側を頭位と Lたものと思われる．

当古，，，内外からは、遺物がまったく出

土していない。

16) 第 44号墳

発糾瀾"""紬

H
品
t
}

芍●●

当古墳1ふ丘陵尾根上よりやや南側で、第心号

墳の南2m、標高62mの地点に等高線と直交して

存在している．

古墳の上部構造はすで1こなく．古墳の規撲を明

繭1こすることはできない，

(1) 遺 構
爾“

主体都（第訂図） 主軸をN-9~Wにとる

小型の竪穴式石室と思われを墓墳は~ 南側壁を

削平されており、詳績を把握することはできない．

が、現状で長軸 l.lm.幅0.9mをi111る長方形の

'""""'Ill! 
翠l

i[!I 
Ii'-
'Ii' 
i 

さ'"'''亨：I
， 

i,lillil 

第:r7図

'lM• 

喜

。
~ '・" 

第"号積主,.部実嗣図 [1/40)

軽

~ 

9・ ,. 
第“号墳主体笹守,.. 巴 [1/.,)
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掘り方である．

ィ遠1む削平されており．その形態と詳縞に把握することはできないが．現状では長軸0.9

m、幅0.5mの長方形プランを且している．竪体の情築は飩Iヽ,,墜に各 1石．函側墜に各2石
の砂岩＊ルンフェ 9レス礫塊を配して匿石としていたLのと患われる．

当占爪内外からは、遍物がまったく11J土していない。

17) 第 45号墳

当古墳"・ 丘陵尾恨上よりやや北側で、第38号墳の北東8m.標高63.5mの地点に等高緯と

ほぽ平行Lて存在している．

(I) 遺構

主体部（第38図） 主軸をN-お'-Eにとる単室の横穴式石室である．廷墳は．現状で長

軸4.7m、幅3m.深さ 1.3mを襲lる長方形，，掘り方である。基道1士．南南西に1l11ロし、約凶

度の傾きを持って前方へ約 Im程延びている•

石室は．中央部で全長4m.長軸3.lm、幅 1.8mを測る両袖式の長方形プランを呈する．

壁体の構築"・ 奥璧9こ礫岩ホルンフェルスの大振な石材1石と砂岩＊＇レンフェルスの大振な石

材2石を使用し屡石となす。腰石上面はほぽ水平で、その上段"礫塊を雑に積み上げている。

東側壁は．砂岩ホ9レンフェルスのやや大振な石材4石を使用し帳石となす。その上段2列まで

ぱ垂直に石積みし、その上からはやや内傾させてfllんでいる。西側壁も屡石が5石以外は東1l11

壁と同様の構築方法である．玄門瑯は．東西阿側壁からそれぞれ'°"'程石材を突出させて両袖

を形成している。玄門部高は現状で床面敷石から Im程である。紬石間の幅11印口で．この関

にte:40叩の石材3石を置いて仕切石となす。石室前面には袖石1こ綬く短い前庭側壁が付加され

る。この煎庭側壁11.基底1こそれぞれ3石の礫塊を置き、上段1こ順次礫塊を積み上げていくも

のである，

(2) 出土遺物

武具（第39図）

録艤 0-10) 玄室内床面から検出されたものである。 1~4はいずれも平根式に属す

るものであろう。 1は身の部位''lE"e角に近い形態をしており．それから内彎して短い箆被に

続く•箆被から茎へは、 3 一器の段がついて続いている。阿丸造正三角形広鋒式のものと思わ

れな箆被断面は長方形で茎断面は円形を呈している. ,-ヽは身輻が狭い長三角形を呈し．

身から斜めに切れこんで箆被に続くものである。両丸造長三角形広鋒式であろう• 箆被断面は

一鉛一

~ 

~
9

上
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第2章城ヶ谷I濯TLL

長方形を呈している。 s-rni,いずれし尖恨式に属す

るしのである。 1-,011刺箆彼を持つものである。 5

. "'箆被9・ら茎へと“縁的に続くものである．

18) 第鉛号墳

当占墳"・ 丘陵尾根上に乗っており• 第39号項から

東15m、標高64mの地点に等高線と直交Lて存在して

いる。

古墳の上部構造9ますでになく、古墳の規撲を明摩に

把振することはできなかった．

'1) 遺 構

主体郷（第4譴） 主軸をN-75~EIことる単室

の横穴式石室である．墓墳1文、現状で長輪3.9m.幅 第尖図

2.5 m、深さ lmを測る長方形の掘り方である．慕道

は．西南西に開口し｀約10度の傾きを持って前方へ約lm程延びている。

石室"・ 中央部で全長3m.長軸2.7m,幅 l.5mを演lる両袖式のもので、奥壁がやや広が

る羽子板状プランを呈する。壁体の讀築9之、砂岩ホルンフェルスのやや大振な石材3石を使用

Lて藤石となす。屡石上面はほぼ水平で、その上段の石積みもT寧1こ積まれている.u,壁は
砂岩ホルンフェ，，スのやや大甑な石材●石を使用して腰石となt 屡石上面はほぽ木平で、そ

，，上段"雑1こ石積みしている。南側壁も北側壁と同様な構築方法である。玄門部は、南北両側

壁から約公口程石材を突出させて頁袖を形成している。玄門部高は現状で'°""租である．袖石

問の緬9え51kmで、この間1こ輛叩T秤の仕切石l石を置く。石室前面には袖石に続く前庭1111壁が

付加される。この前庭圏壁は、基底にそれぞれ1石の礫塊を置き．この上段に垂直1こ石積みL

!', , ,'r'" 
第心号頃出土遺物実嗣図

(1/2) 

ている。

目・
F
_
S

(2) 出土遺物

玄室内床面より土襲丸玉lot,、ガラス製小玉2饂．鉄鏃13'本、鉄Jll援、 JJ子2本を検出し

た。この内．鉄刀は北側壁の中央部付近から出士した。この鉄Jllが中央部付近で折り曲ってお

り．刀身が鋒を横口部に向けて北鯛1こ平行であり茎部が北側壁方向に曲った状態で出土した．

装身具 丸玉

小玉

1暉

2饂

-47-
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@R0@@  
'''''  
叫亀 m 叫 o,
@c0  @ @ 

＇ ＇ 装身具（第41図） 血,111,0, o, 直，
丸玉 (1~101 1~10いずれも上製品である."とんど. . 

が同様の形状で径・-内外のtのである．色調I填謁色を呈し;,.,;..,1 , , , ,"r 
ている， 第"図第必サ墳ill土遺物

実劇囚 I(I /2) 

武具

農工具

鉄鏃

鉄 JJ

刀子~

13本

1振

2本

'-'} 

．＼ □，tij_, 

"" 
'-"" 間I "'" 

第図第応号墳出土遺物実嗣図n(l/:2) 靭図翻号績出土遺物実肩図II

(1/4) 

-49-
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,. 兒伽調企'"'"'

,, 玉ヽ Ul • L2) 11・12いずれもガラス製品である。どちらし形状は径5皿内外で色調は

明.,.,\•色を駐する。

武 j↓（第"図J

鉄饂 (3~15) 3~15いずれも尖恨式に駁するしのと思われる. 3-1211身の断面が片

丸送りであり腸快を＂している．片丸造腸扶軽節式であろう。 13-1511箆被の破片である。 13

・14は創箆被である・""木質を遺存している．

鉄刀（第逗） 全長53.4~、幅,.,~の小振の直J)である。身の中央部付近で折り曲ヽ）

ている。刀身は平造りで背幅4皿程の長三角形の断面である．茎断面は長台形を呈している．

身長妬ぷ●をil!Iる．

襲工具（第心図）

刀子 (l・2) Iは鋒の一部と遺存するものである。現存長は4mである。 21,間を遺

1, 十るものであが現仔長は3mである．

19) 第 47号墳

当古墳む丘綾尾恨上に乗っており｀第49'!-墳の東l5m、標高邸.5mの地点に等高練と直交

して存在している．

占墳の上郎構造はすでになく、占墳の規模を明確に把握することはできないが、古摂北側の

馬蹄彫溝から推測すると Bmから!Omの円墳と思われる．

(ll 亀構

主体118(第44図） 主軸をN-73"-Eにとる単室の横穴式石室である。墓墳氏現状で長

輪5.3m、幅3.6m、深さ L8mを測る長方形の掘り方であか墓道は、西に開口しら約勾度

の傾きを持って前方へ約3.2m程延びている．

石室は、中央部で全長4.6m、長軸3.9m,幅2.lmを測る中程でやや胴の張る阿抽式の長

ji形プランを呈する。壁体の構築は．奥壁に砂岩ホルンフェルスの大捩な石材l石を使用して

鞣石となし｀側壁との間に礫塊をつめて屡石上面が水平になるように整えている。その上に礫

塊を水平1こ積んでいる．南側堅は砂岩ホルンフェルス5石と礫岩ホルンフェ.,,,石の計6石

のやや大擬な石材を使用して腰石となす。康石上面は""水平に積んでいる• 北側壁も南側壁

と同様の構築方法である。玄門部は、南北両1l11壁からそれぞれa泣程石けを突出させて丙袖を

形成している．玄門部高は、現状で床面敷石上面から l.4m程を測る。袖石問の幅は70a,で．

この問,.栖芍呵程の石材2石を置き、仕切石となす。この仕切石により．床面との間に約祁口

の段差がつく。又この仕切石の上面と墓道の高さは同一の高さであり、いわゆる餌石的構造を

-50-
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2. 鶯鼠鯛，，の記録

持つ。石宝前面には檎石に続く短い前庭側壁が付加される。この前庭属壁Ii、基底1こそれぞれ

l石の礫塊と置き．それより上段は順次石材数を増す積み方で逆三角形を呈するものである．

'2) Ill土遺物

玄室内より耳環lOfl,勾玉2錮．管玉3鯛、棗天1饂．切子玉1饂，丸玉98鯛，連玉5鯛、

小玉31鯛、鉄鏃1本、 Jl子1本を検出した．又馬蹄形溝9・ら須恵器の杯蓋1個体．鵡2個体を

検出した．

装身具

武具

農工具

須恵器

丸玉

丸玉

連玉

小玉 31値

棗玉 1個

切子玉

勾玉

管玉

耳環

鉄鏃

刀子

杯蓋

鰊

47鯛

51錮 9土製）

5饂

l偏l

2個

3個

10値

7本

'* 
1個体

2個体

装身具（第鉛図）

丸玉 (1-98) 1は,,ウ製品である。径12m,のもので2一の穿孔がある.48-98 

はいずれも土駁品である。径1伽鵡内外で1まぽ円形に近い。色綱は黒褐色である．

2-町の丸9まガラス製品である・ 径はいずれも....内外である・ 厚みが•一内外でほぽPl

形に近いものと厚みが5一内外で鼻平なものとに大別できる。餓者が邸鋼、後者が幻鱚であ

る。

遵玉 (99-103) 土製品が4髯ガラス製品が11!1である。丸玉が2個連なったもので意

図的に製作されたものか、作業工匿で偶然にできたものか1文明瞳でない。

小玉 (104~134) ガラス製品である。いずれも径・-内外のものである。色調口nら
を呈するもの｀黄色を呈するものと淡い緑色を呈するものに大別できる。暗青色のものは”鯛

黄色のものは2循＂淡い緑色のものは 2鯛である．

塵玉 (135) 水晶製品である。長さ四一で阿端からの穿孔である．

-52-
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2. 発!Id潤氏..,J! 緑

切子•玉 (136) 水晶製品で

わる.lx .',:!llllllで •屁1からしりみ、日
—--穿孔して,,,.ふ ・-

勾玉 (137• 1:38) 137はメ

I ,,, 製品で赤悦色を埠している．

長さ2極で~-Jj向から"'穿l.fLであ

る.1謁は黒色と呈しているし貶さ

窃皿で--}j向から,/)穿礼である．

札U, v.:,J 
管玉 (139-141) いずれも

莉Ji.製品である．一方向からのみ

の穿孔で.139は長さ2011(1,140 

i:tl211111、141f;l:14,uである． 第鉗図 第47>}Jttlli I濾物尖襴図U(l/2) 

耳環 (142~151) 142は長

径四皿．知径"'•· 断"12皿を測る繍身なもので、当占瑣出土"耳環の中では最も小さい，こ

れに対をなナ耳環は検出されていない. 143• 144は対をなすものであろう。いずれも長径凶匹l

知径公3皿、断面 3uと 2皿を測る細身なものである.145•147は長径が25n と 24一~ 断面が3

一と 2nを測り、相違しているが．紅径,... と一致してわり、形態が細身であることから対を

なすも"と思われる.146 Ii長径認a.短径27a,断面2一を測る繍身なものである。これに

対をなす耳環は検出されていない. 146• 14911短径カ""'・と"""'で、相違しているが、長径が

32n, 断面7uど一致してお9、形態が肉岸であることから対をなすものと思われる。 150・

15111短径が-と32aで相違Lているが、長径力屯紐0、断面2aと一致しており，形態が細

身であることから対をなすものと思われる，

武具（第46(~)

鉄蘊 (2~8) いずれも尖校式に属するものと思われる。,.,は身と蒐被の破片であ

る，身は背幅,_の断面長三角形で箆被断面は長方形である．片刃矢式であろう. 4・511身

，，断面が片丸造りで箆彼は長方形である。片丸造墜箭式であろう。•~• ばいずれも箆被と茎

の破片である．

農工具（第46図）

刀子 (I) ほぼ完形であるが．身の一部を欠積する。現存長16"".茎長•~を高る．

禎恵器（第47図）

杯葦 (I) 天井部が平坦でゆるやかに内傾し， n縁部で直立するものである．口縁端部

は箆切りにより斜めに整えられている．体部と日縁部の境にはあまい沈線が巡＂明諌 1こ区分さ

れていか調整は天井部で時,,回りの鶴帽を使用して箆剛り調整している．それ以下'"回転ナ
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第2章誡ャ心A積群

デ調整である．内面は天井部で不定方向のナデ講整

をしている。それ以下は回転＋デ調整である。色調

は内外面共に淡灰色を呈している．胎上は1皿前後

，，砂粒が少量含まれる情練されたしのである。焼成

は良好である。

.. {2. 3) 'はほぽ完形に近いものである．

球体部は7.4mで中央部に最大径を持つものである．

頸部はしまっており．それからラ 7パ状に口頸部が

開き、口縁部でやや水平1こう1いた後、外方へ立ち上

る。日縁端部は、箆切りされており、斜めに整えら

れている．穿孔は I.So,程の円を外方から内へと穿

っている。調整は外面で十デ調聾しており．口縁部

に'*'単位の波状文を1条施し．頸部上半に2条

三 ，

第.,図賽W7号墳出土遺物実潤図m{1/3) 

蔦している．練体輝中央には上下のあまい沈練の間に刺突文を巡らしている。内面は球体部底

に板エ具によるナデ調整を施し、それ以上を横方向のナデ綱整している。色綱"内外面共に

淡灰色を皇している。外面の一部で火まわりのためか黒灰色を呈している部位がある。胎土は

1匹煎後の砂粒を少量含むものである．焼成は良好である. 3は脚付腹である．口縁部と脚裾

部を欠く．球体部は80,で中央部よりやや下位に胴部最大径を持つ。顕郎はしまっており．そ

れから口頸郷がラッパ状に開くものと思われる．穿孔は I.loo程の円を外方から内へと穿って

いる。鵡整は外面でナデ調整を施し．その後にカキメ調整を全面に施していな内面は憤方向

，，ナデ調整である．色調は外面が暗灰色を呈している。内面は脚郎が灰色で．他は暗灰色を呈

している。胎土は微砂粒を含む精練されたものである。焼成1土良好である．

20) 第岱号墳

当古墳11、丘陵尾根上よりやや北鱒で．第岱号墳の南東立m.標高鉛mの地点に等高線と直

交して存在している．

古墳の上部構造はすでになく、古墳の規模を明肇IC把握することはできなかった．

(1) 遺構

主俸鶴（第呻） 主輪をN―邸~Elことる単室の横穴式石室である．墓墳は．現状で長

輪4.lm.幅2.9m.深さ 0.9mを測る長方形の掘9方である．墓道は．酉に開口し、約幻度

の傾きを持って前方へ0.9m程延びている．
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第“図 第心号墳主体饂実聞図 (1/鉛）
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第2郎域ヶ谷，,.. 群

9直"'・ 中央部で全長3.6m、K紬2.9,n、llll.7mを測る中橙でやや阻の張る両袖式の長

h形プランを呈している．照体の構築9ま、奥壁に砂岩＊＇レン・，ェルスのやや大似な石 1オを3石

使用して頴石となす、腰石J血はほぼ水平に整えられており、この上段に燥塊を雑に禎み !elf

ていを 1紺側壁は砂岩*"ンつェルが"やや大飯な礫塊5石を使用して鞭石となす。腰石上直i

は""水平に整えられており、この上面に礫塊を雑に積み上げていも北側壁も楼石6石を使

用している以外は南側と,,,様な構築方法である 3 玄 e•J部は．南北的製l壁から約叫m程石1-1 を突

出させて両袖を形成している．玄f'I部高は、現状での口程である。袖石問の蝸は'°"'で．この

l'lに幅""叫勺外の石材3石を置き仕切石となす．この仕切石上面と堡道の高さは同一の高さで

あ,.いわゆる桓石的構造を持つ。石室前面には抽石に続く短い~,庭側壁が付加される．この

煎庭側壁は、基底にそれぞれl石の礫塊を置き、それより上段は順次<iM

角形を呈するものである。

当占墳内外からは、遺物がまったく出上していない．

21) 第 49号墳

当古墳は．丘陵尾根上に乗っており．第心号墳の南東12m,標高邸.Smの地点に等高線に直

交して存在している．

古墳の上部構造はすでになく．古墳の規隕を明肇"把羅することはできなかヽ9た，

(l) 遺構

主体翻（第49図） 主軸をN-7rJ'-Eにとる単室の横穴式石室である．墓墳Iな現状で長

軸3.9m、幅2.7m.深さ 1:smを測る長方形の掘り方である．墓道は、西南西に開口し．約

l5度の傾きを持って前方へ3.3m程延びている。

石室は．中央部で全長3.6m.長軸3.lm、幅1.9mを測る両袖式のもので、中程でやや胴

の張る長方形プランを呈する。壁体の構築...奥壁9こ砂岩,.,,ンフェルスの大振な石材2石を

使用して願石となす。腰石上面は．ほぽ水平に整えられており．この上段に礫塊を整然と積み

上げている．南側壁は砂岩ホルンフェルスのやや大振な礫塊5石を使用して腰石となす．腰石

上iliiはほぽ水平に整えられており、この上段に砂岩ホルンフェルスと花満岩の礫塊1こより整然

と積み上げている．北側壁も腰石9石を使用している以外は南側壁と同様な構築方法である．

玄門部は．南北両側壁から約心口程石材を突出させて阿袖を形成している。玄門部高は現状

でL3m程である。袖石間の緬はa畑で．この間に幅鉛口内外の石材3石を翼き仕切石として

いる．この仕切石上面と床面敷石上面の段差"""皿程である。又仕切石上面と墓道との高さは

同一の高さであり．いわゆる棺石的構造を持つ。石室繭面に1ま袖石に続く短い繭庭偏壁が付加
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峰OOM

＼ 

第49図 第心号墳主体部実瓢図 (l/<0)
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笥2皐 城ヶ谷山爪詳

される．こ，，前庭側壁ば基底9こそれぞれ 1石"躁塊を贋き、それより l渇とをほぽ逢直に積み

上げている．

(2) Ill上遺物

玄室内から丸玉161!1.小玉2饂、鉄鏃3本.JI子'*
を検出した。墓道埋土からは土師器椀が出上している．

16饂装身具

武 具

巖工具

土師器

丸

小

鉄

刀

椀

装身具（第切図）

丸玉 (1~16)

ー

0,IDI 2
 

⑲

'e 

@@  

'' o, o, 

，，ラス製品であふ径1位呻り後の

もので2m前後の孔があいている。色調1れ晨ilt色を品する。

，，ラス製品であふ径,_餓後のもの

である．色調は淡い青色を呈する、＇

具（第SI図）

鉄饂 (2• 3• 6) 

小玉 (17•18)

武

2・3/i尖桟式に属するものと思

われな鋒だけの破片であるため形態を明罐ICできなかった．

・は平根式に属するものと患われる。身の中央部に透しが入

るものであが現存長·~を測る．

農工具（第51図）

刀子 (1•4•5) ●は茎の破片

で、撲断面は台形である。 1部に碧着痕がある。 5は関部の

蔽片である，茎の断面11台形で、木箆を破す。

土師器（第泣図）

墓道埋土から出士したものである. ~ 縁端郎がわず檎

玉

玉

鏃

子

2饂

3本

2本

l鯛体

1は刃部片である．

⑲

,a
◎

,0" 
第印図

かに内傾するもので、体部と日縁郎の境にはわずかな段がつ

＜．口縁径に比して器高が高くなるものである。調整Ii.外

面で．底部付近が縦方向の箆研磨。それ以上は損方向の箆研

磨である。口縁部は楕ナデ調整している．内面はT寧なナデ

調整をおこなっている。体部上方には横方向の箆研磨がみら

R ◎ R 
’’’ 匹鴫〇

''" 
R@  

'' Ill P,. 

"。．
 

＇ 

〇

,
0

R
'
⑲
．
R
＇
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R
'
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o
e
"
 • • 
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第心号墳出土遺物実嗣図I

(1/2) 

り
}

i
●

且
月
こ

廿

"

W
第51図

a 3 。

9・ 

第52図 糖49号墳出土遭物実樹図m
(l/3) 
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2. 発嗣調食,,記録

れる．色鴎11内外●iJしに赤1登色を呈している心外面底には一部Ml瑾がみられる。胎.tは微砂粒

を含む精繰されたいのである。焼成は良•1 である．

22) 第 5/)号墳

当占lt¥lt.丘陵尾恨上よ＇)やや北鯛で．第 521;11¥のll!9m.様ぶ66mの地点に等涵線と直交

して(f在している。

古れの上部構造11すでになく、古墳の規模を明躊1こ把握することはできなかった．

(I) 遺構

主体輝（第臼図） 土輪をN-ぽ~wにとる単室の横穴式石室である．船9層は、現状で長

軸3.3m、幅2.6m.深さ 0.6mを測る長方形の掘り方である．詣道は、西に開口し．前方で

ゆるやかに西南酉へ曲っている。墓道駈面は2m程水平に延びた後．上方に上っている．

石室は、巾央部で全長2.4m、長軸2m.幅 Imを測る長方形プランを品する片袖石のもの

である・ 壁体の構築は、奥繋に砂岩ホルンフェルスのやや大振な礫塊2石を使用して帳石とな

す。藤石上面はほぽ水平に整えられている。その上段は繹に礫塊を積み上げている．北鱚壁は

砂岩ホヽレンフェルスのやや大艇な礫塊5石を使用して腰石となナ．棲石上面はほぼ水平に整え

られており．この上段に砂岩*''ンフェルスと鵬岩ホルンフェ，，スの礫塊を整然と積み上げて

いる．南側壁は砂岩ホルンフェルスの願石5石を使用している．この壁には袖石がなく．すぐ

ぶ道へと続いている。腰石上段の礫塊は整然と積み上げられていな玄門部は、北側壁から約

如程石材を突出させて片袖を形成している．玄門部高は現状で印口を測る。玄門緬は-で

幅おロ内外の石材3石を霞き仕切石としている。この仕切石上面と墓道との高さは同一の高さ

であり、いわゆる桓石的構造を持つものと思われる．石室前面には、袖石に続く前庭側璧は付

加されていない．

当古墳内外からは．遺物がまったく出士していない。

23) 第 51号墳

当古墳は、丘陵尾根上よりやや北側で．第印号墳の北東....I!! 高66.5mの地点に等高線と

直交して存在している。

古墳の上部構造はすでになく．古墳の規撲を明確に把握することはできなかった。

(1) 遺楕
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第図図 第印号墳主体部実測図 (1/め）

-61-

9
1
J
 

＇ _ _j 



2. 発掘週"""'鯰

~"• 

主体部濱,,図）

1紬をN-61~1\"Iこ

とがi改"横'、t式｛濱

である."'廣1よ、現状
でK軸2.9』"、編2.1

"'、深さ 0.4mを測る

長）j形の掘り方である．

店道は．北函1こ凋Ill

約lUぼの傾きを持・9て

前力ヘ約0.7m程延び

て I•る．当占れでは、

特に¥¥道Fie排水厖投

をつくりつけている．

これ"』ヒ直に開1-1する

g道ドに0.9m北函に

延び、面に 2m佳曲り

北西に 2.4m延びる溝

を掘・9てお見この溝

のloに石材を置き暗爆

をつくる。

石室は．中央部で全

長2.lm,長軸L9m

幅0.9mを測る奥壁側

がやや広がる羽子板状

の長方形プランを呈L

ている。埜体の構築"

奥壁に砂岩ホルンフェ

ヽレスと泥岩ホルンフェ

,, スの礫塊3石を使用

して腰石となす。慶石

上面はほぽ水平1こなる

ように仕上げられてい

る。北側壁は砂岩ホル
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u
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＇
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第54図 第"号墳£体饂実潤因 (I/.,)
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第2駆域ヶ谷ん墳畔

ン咋・レ人と'"岩ホルンフェヽ""礫塊咋を使用して鞣石以げ．隔石上面は不整いである拿

幻"I部の森さは現状で0.3mを測る．五門,n幅1100,,で、この間に輻l丘程の仕切石を置く。

袖は無帷で、;,,,底側壁も付加されておらずや玄去に直接底道l,lj.ぼされている．この仕り）石上

面と駁道との涵さは同一の託さであ,,."''渾J構造を持っている。
¥;/; 瑣内外からは．遺物がまヽ9たく出土していな,.. 

24) 第 52号墳

当占墳は．丘陵尾恨上よりやや北側で．第48号頃の北東12m、標高65.5mの地点に等萬線と

ほぼ平行して存在している．

古墳の上部構造Iiすでになく．占れの規模を明確に把掘することはできないが．古墳南側の

馬蹄形溝から推測すると 9mから12mの円墳と思われる。

(I) 遺構

主体部（第55図） 主軸をN-55"-Eにとる単室の横穴式石室である．墓9員"・ 現状で長
軸4.lm,1113.Im, 深さ 1.6mを醐る長方形の掘り方である。廷道は、直西に開口し．約lO

度の傾きを持って繭方へ約2.9m昼延びている．

石室は、中央部で全長3.4m.長軸2.7m、幅1.5mを損lる中程でやや胴の張る両袖式の長

方形プランを呈する．壁体の情築は、奥壁に砂岩ホルンフェルスの大振な石材2石を使用して

塵石となす．厩石上面はほぽ水平に整えられており．この上段に躁塊を整然と積み上げている．

南側璧Ii砂岩ホ9レンフェルスのやや大振な石材4石を使用して曖石となす．腰石上面は、ほぽ

水平1こ整えられており．この上段に礫塊を整然と積み上げている。北側壁も南側壁と同様な構

築方法である。玄門部は．南北両側壁から約岱匹程石材を突出させて丙禎を形成している。玄

門部品は現状で !ml<!である。柚石間の幅1ま7釦nでこの間に約35m内外の石材3石を置き．仕

切石と Lている．この仕切石上面と床面との間に約-の段差がつく。又この仕切石上面と墓

道の高さは同一の高さであり、いわゆる恒石的構造を持つ。石室前面には紬石に続く短い前庭

側壁が付加される．この前庭側壁は基底にそれぞれ1石の礫塊を置き、それより上段は雑に積

み上げている．

(2) 出士遺物

玄室内より耳環1個を検出した。墓道埋土からは須恵器の杯蓋を検出した。

装身具

須恵器

耳環

杯蓋

Iilll 

lllll体
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第邸図 第52号填王体部実醗図 (l/叩）
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布2序 峻ャ谷，,,,.詳

装身具 1第5614)

銅"'也金9こ銀笛と厖した1給nなものである ki>e畑•｀恥,,.

”のほぽ,,,形である＂斯面は,_の l'l形である

須恵器 9第57図）

耳環

゜
◎ HM 

Q迅埋上から検ll!された"'品である、 JiJt-部は平担で、 II該部
第56図第s,>;ffl

) UJ; 遺物"測図 I
で直立する'II粒端部はやや外反L丸くおさめられている.Xl>部と,,樟 (l " 

部の度にはあまい沈線を巡らしている．誠整は外面で器高の％程

を箆削りし、それ以下を回転十デ調飽Lている。内面1士天J>部を

不定方向,,... デ調差でそれ以―ドを固転ナデ綱整している。色瀾It.

内外面共に灰色を呈している。火まわり，，ためか外oo½程力''"灰

色を品Lている。胎土は。微砂粒を含むものである。焼成は良好

杯董

である。

筍釦"即"'這物

·~ 劉図ll(1,3) 

25) 第 53号墳

当古墳..、丘陵尾恨上に乗っており• 第54号積

の東7m、摂轟69,nの地点に等高線と直交Lて存

在している．

古墳の上部構造はすでになく .;';l/1の規撲を明

確にすることはできなかった。

(I) 遺

掘り方である．

綱

N-78'-Wに主軸をとそ

小型の竪穴式石室と思われる，募墳は、現状で長

軸 l.9m,幅 l.3m、深さ O.lmを測る長方形の

主体部（第58図）

f
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石室1ふ削平されており．その形態を詳緬に記

握することはできないが｀遺存する床面敷石や石

材抜き痕などから推測して長軸1.2m,幅0.6m

を測る長方形プランを呈するものと思われる．

当古墳内外から1む遺物がまったく出土しなかった。

゜
,. 

第只図

11157図

第m号填主9本部実潤図 (l/40}
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亮掘諷"""録

16) ID 54 ,l-収

•;,\Inば、,;駿 Id掛 I.

i 」釆・，ており~ 第おけ項

,, 西15m,標必68.5mの

地点に等秘線とい交して

(f(Eしてし、る．

占瑣"・"錨構造l>-tで

になく、，り坑の規内を●1

績にすることはできなか

.. たc

(1) 遺 構

主体部（第59図）

上輪1,N-67°-Eにと

る爪室の横穴式石室と思

われる・"墳は．現状で

k軸3m.幅2.lm、深

さ0.4mを胴る長方形の

掘り方である．

6室は、中央部で全長

,.6 m、長軸 !.Sm.幅

1.1 mを測る畏方形プランを呈する．壁体の構築11.奥壁に砂岩ホ，，，ンアニ・レスのやや大振な

礫塊2石を使用して腰石とな十。腰石上面はほぽ木平で、その上段に雑な石積みをしている．

北1l11壁は、砂岩ホルンフェルスのやや大振な礫塊4石を使用して腰石となす．腰石上面はほぼ

水平に整えられている．南側壁も北側壁と同様な構築方法である。玄門部は、南側袖石が抜か

れているため明障に把握できないが．玄門部幅'°"'に2石の礫塊を置き仕切石としている．

当古墳内外からは、遺物がまったく出士していない．

9g• 

O• , .• 
第図第出号墳主体郎実欄図 (1/叩）

勾） 第 55号墳
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怜悴＂

巳

当占墳Ii,丘陵尾根上よりやや南1111で、第臼号墳の南6.Sm.標高68mの地点に等高練とほ

-66-
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筍2釈

ぽ·•行して(f(fして`＇る．

占れの1部情造はすでになく

1,111の規澳を"I磁にすること"
できなか.,た．

(J) 遺 構

主体翻 1第印図1 主紬を

N-87"-EIことる小翌の竪穴式

石室である．鯰J●1む現状で長

軸 l.lm.幅0.8m、深さ 0.2

mr測る長方形の掘り方である。
石室は．中央部で全長0.7m

3
足
ざ

域•谷，,,.... 

年――
じ
'
,
9
:
4ー
・

'

ー

云
汀
り

}'|＇

iー

惰判

虹k=—一ーデ＝

ふ
じq●M

 ,~ 
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幅0.3mを測る長方形プランを

呈する。壁体の構築は、東9トロ

墜に砂岩ホルンフェヽレスの礫塊2石を使用して腰石となし、西,Jヽ,_国に砂岩＊＇レンフェルスの

礫塊を 1石使用して磨石とな十。北測璧'"やや大阪な礫塊 1石を使用し緩石となし．南側壁に

2石の礫塊を使用して順石となす。この磨石より上段には数列の11!み石があったものと思われ

る・東,Jヽu壁に2石、西ヽ Jヽロ壁に 1石の腰石を配しているところから東側を頭位にLたものと

第印図 筍""項士体部大樹趾Cl,.,,

思われる．床面に/Ulla,内外の小礫を使用して敷石としている．

当古墳内外から"・ 遺物がまったく出±していない。

28) 第 56号墳

当古墳'"・ 丘陵尾根上に乗っており、第54号墳の東15m.標高69.5mの地点に等高線と直交

して存在している．

古墳の上部構造はすでになく、古墳の規模を明確にすることはできなかった．

[I) 遭 構

主体部（第61図） 主軸をN-叩'-Eiことる単室の慣穴式石室である。墓墳は、現状で長

軸4.7m、幅3.lm.深さ 1.2mをi111る長方形の掘り方である．墓道は、西に開口し．約10/i'

の傾きを持って前方へ約t.Bm程延びている．当古墳では．特に墓道下に帷水施政をつくりつ

けている．これは酉"闇口する墓道下に 1.Bm西に延び。南四に2.4m程曲って延び．南に4

m桓曲り、西に6m蘊延びる溝を振り、この濤の上に石材を置き暗渠をつくっている．
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筍61図第56号墳主体部実胴図 (1/40)
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｛改"・'''央部で全払 4.3m、K軸 3.lm.幅 l.8mを●lが,,r,でやや胴"張る長}j形・,,;
吃体の構築ば、奥,.に砂··•*·しン 7 .,,,_,, 大船な<il,/21.,を使"'して腰6

となす 腰"'直iはほぽ水.,,.,こ糀えられており、その 1段にやや火●9な躁塊と招然と·~み.Lヽf

北飼l咲は紗粒ホルンフェ 9しかのやや大似なfil/5fiを使ll)Lて帳fiとなす．その上直

はほぽ水・rに整えられており．この上段9こ礫塊を燈然と積み."'1ている・南側壁も北側隈と詞
ほ"情菜）j法である.x積み""'には、小礫を持らいてU曲りされてしる．女J"l部はポ北両f111
収からそれぞれ鉛口程石材を突出させご両紬を形成している．玄"部涵は現状で0.7mを測る，

., 袖filJIJの幅I均江である.""'前OOに"紬石に続く短い前庭側壁が付加される，この浪"'"

＇を ¥!Lて9、そ

ている

唸"・ 屈Ii<にそれぞれ 1石の礫塊を11/.き．それより上段をほぽ展紅につくっている。

(2) 出土遺物
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武具

輿工具

"恵器

上師器

鉄鏃

鋸

" f 
釘

杯論

杯身

平瓶

杯

第 ~r,;. 砧 ~l'i8th群

17,C 

1本

14' 

1本

3絨体

2鱗体

1蘇体

!ill体

装身具（第6磁函）

丸玉 (J-94) いずれも上製品である．径8皿団後のもので. 2aの孔をあけている．

色調1よ里鳩色を呈している。

耳環 195) 長径17ー・ 短径'""'・ 断面2aを測る。銅製で細身のものである．
武具（窮63図）

鉄饂 (10~26) 10~14はいずれも平桟式に属する Lのと思われる。 10•11は雨丸造広鋒

三角形式である。現存艮"・"'"、身敲大幅4四を測る完形品である.12~1411斧領式であるが

いずれも頭を欠損Lているため形態を明確にすることはできなか.,た.15~26はいずれも尖根

式に属十るものと息われを 15~17"片丸造璧箭式であろう。 18~2211茎のみを遺存するもの

である．この中で23-261よ刺箆披を持っている。

農工具（第63図）

鑑 (1) 現If長12.汝..蝙 3.2m,厚さ 0.2mt測る長方形をした簿い鉄阪状のもので

，，も儘は、上下再縁にみられ．債蝙は4m前後で．三角形の刻み目を持つ荒挽のようである．

丙縁の嚢列に相違がみられることから、上縁と下糠では、その使用目的を異にしていたものと

思われを又菌9こば交互の鮨顛をつけている．

1)子 (2-8) 2は身の破片である．現存長 Sm、幅 1.200を測る。身の断面は背幅3

一の長三角形を呈している。 3は関付近の蔽片である．現存長 2.500.幅 1.2匹を測る，茎に

柄の一部である木片を遺存Lており、断面は楕円形を呈している。茎断面は長方形である. 4 

は鋒を欠損するがほぽ完形であな現存長10.&ュ幅1.40,を測る．茎1こ柄，，一部である木片

を遺存しており．断画は長軸200.短軸 1.4ooec測る楕円形を呈している．身の断面は背幅2

-の長三角形で茎は長方形を呈している. 51文鋒と身の一部を欠槙するがほぽ完形である．現

存長n~. 幅 1.5mを測を身の断面は背幅3一の長三角形で茎は長方形を呈している. 6は

鋒と身の一部を欠損するが・"ぽ完形であな現存長""'、幅 1.2四を測る。身の断面は背幅

2一の長三角形で茎は長方形を呈している．茎には柄の一部である木質を遺存している。 71土

-71-
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,. 兌伽瀾h"北趾

鋒と茎灌と欠HIするが、""完形である．現if長8.2rn.幅 I.Imを測る・"の斯面は背幅2

~"長一角形で知9艮 Ji形を立している. "'"'か舟6を欠Illする．現/f長..,,~、蝙 l.Bm

と測る。身"断曲はH船4mの長.,1り形で峯"長方形を呈している。

釘 (9) 現Ii長3.5口の捧状のもので．浙面は2口のl'I形を呉している。詞端には七れ

ぞれ屁角と木質を遺けしている。用途は不●1であるが.,'i端に遺仔している泥角や木質から惟

調すると何かの目釘として使用されたものと思われる。

戸 ， 定

斤，←三声

乙□竺＼
t 
第64図第因''"訊1.L遺物実駕因mCl/3¥ 

須恵器（第64図J

杯董 (l-JJ 1は天井部が平担でゆるやかに内傾し、口縁部で直立するtので、口縁

端部を丸（おさめている。調整は外面で器高の％程を箆削り調整L、それ以下を回転.,.デ調整

している。内面は天井部を不定方向のナデ調整し．それ以下を回転ナデ調整している。色調は

内外面共に淡灰色を呈している。胎土"微砂粒を含む精練されたものである．焼成は，ややあ

まい焼きである. 211天井部が平担でゆるやかに内傾し｀口縁部で直立するもので｀口縁端部

を丸（おさめている．調整は外函で器高の½程を箆削り調整し、それ以下を回転ナデ調整して

いる．内"'"天井部を不定方向のナデ調整し、それ以下む回転ナデ調整している。色躙は外面

が黄灰色を呈し．内面は淡灰色を呈している。胎土はla蘭後の砂粒を含んだものである。焼

成はややあまい焼きである。"士丸味をおびて内傾い口縁部で直立するもので，口縁端部を

丸（おさめている．髯整は外面で器高の％程の部位まで，箆による切り離し痕が残っている。

それ以下"回転ナデ調整である。内面はすぺて回転ナデ調整である．色調は外面が黒灰色を呈

し｀内面は暗灰色を呈している。胎士は微砂粒を含むものである．焼成はややあまい焼きであ

る。
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筍2浮域ャ谷、＇・収群

杯身 (4.5) """綿が平坦でゆるやかに内傾する体部を持つ．受郎"水平に延び灌

部は尖っている，立Lりはヽ i線的に内傾していな立"りと受部"咲Ii心"貌である。鵠整"

外面で器"'虜社を時''"'');向ヽ 清'"-箆削り調整し、それ以上を,.,転ナテ調整している．内

面""部を不定机,,~.... 調整し、それ以上を回転ナデ調霰している。色調"内外ffii共に暗灰

色を呈している．胎上は,_前後の砂粒を多く含むものである．焼成"ややあまい蟻きである．

'""部が平坦でゆるやかに内傾する体郎を持つ。受部は厚く水平に延び端謡,,..,おさめら

れている．立上りはほぽ程直に立ち上り端部付近で若干内傾するもので、端蹄を丸くおさめて

いる。調整"外面で器高の¼程を箆削り調整し、それ以上を回転十デ出整している。内面はす

ペて凪転十デ潤整である。色調は外面が懸灰色を旦し、内面が暗灰色を呈している。胎土1士微

砂拉を含む楕練されたものである。焼成はややあまい焼きである。

平Iii(7) n頸部は直線的に外方へ隕き、口緑端部を丸くおさめている。朋部最大径Ii

中央部よりやや上方にあり、庭部は平坦である．調整は外面が横方向の十デ調整で、内面は駈

部で不定方向の十デ調整で、それ以上は績方向のナデ潟整である。色潤は外面が睛い媒貨灰色

を呈し｀内面は黄灰色を呈している。胎土は微砂粒を含むものである．焼成は良好である．

土師器（第臼図）

杯 (6) 玄奎内から11!士したtのであ

る。体部は丸味をおびてゆるやかに立ち上り

"縁部で直立するもので.□縁端部は丸くお
さめられていも調整は外面で器高の治程を

反晦計方向の静止箆静"綱整し．それ以上を

横方向の箆研磨している。内面は左下から右

上方へ時計回りに箆研麿しており、口緑郎で

横方向の箆研磨を施す。色調1士内外面共に赤

褐色を呈している．胎士は長石砂及び霊母を

含む拷練されたものである．焼成1ま良好であ

る。

29) 第 57号墳

当古墳は、丘陵尾虹1こ乗っており、第56 ~ 

号墳のJl!8.5m,標高70mの蛇点に存在して

いる．今回調査の丘陵尾恨上に乗る古墳の中

噌竹M

＜圧

， 
'・" 

第臼図第57号墳主体謳実瓢国 (1/.,l

で．当古墳が最高所に位置している．
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2. 発伽"'*"·~"

,';Jttの［：部構造はすでになく. ,';1/1• 浪桟をIU(磁9こ杷握することはでさなか..た．

(I) 遺 講

主体輝 9第65図） 上紬をN-7た Wにとがμ室，，憤穴式石室と思われる．ぶ墳9ぇ．現状

で比軸2.3m,幅 1.6m,深さ 0.2mを測る艮方形""'り方と思われる．

""は削,,,を受けて1・るため詳縞を把雌することはできないが．遺仔する石けと石材抜き痕

休血敷石などから推測して、長軸 I.Sm.幅0.8mの奥堕側がやや広くなる羽f板状の長方形

プランを品するしのと息われる．壁体の構築は、奥逹に砂岩ホルンフェ 9レスの礫塊2石を使用

して鞣石となす．験石L面はほぽ水平である.it側墜／よ礫塊5石を使用して康石となしていた

ものと思われる．腰石

上血は"ぽ水平1こ整え

られている．南潤壁も

北側咆とM様な構築方

法である。

当占J/1内外からは、

遺物がま．，た（出上し

て,.な,.. 

30) 第58号墳

当占れは．丘陵尾恨

Lよりやや南側で、第

57号積の南東13m、憬

高69.5mの地点に等高

線と"ぽ平行して存在

している。

古積の上郎構造はす

でになく．古坑の規模

を明確に把握すること

はできなかった．

9阜●●

="'-~"'=ニ-一-

仁

零
ゴ
-

杓
冒
l
|
|叶
闘
川
川

□

ロ
0. '・" (l) 遺 構

主体綿（第66図）
第郎図 第豆号墳主体部実瀾図 (I/匂｝
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第2摩城ャ谷山"'"

主軸をN-90'-EICとる単室の横穴式石室と恩われる。店鳴は，現状で長軸3m.幅2.lm

深さ 0.3mを測る長月形の掘り方と思われる。

石室は、削平を受けているたふその形態を詳細に把揖することはできないが｀石材抜き痕

ゃ床函敷石などから推測して長軸2.3m、蝙 1.4,しと禰lる長方形ブランを呈するしのと恩われ

る．

当古墳内外からIi.ill物がまったく出土していない．

31) 第 59号墳

当古墳'"・ 丘陵尾根上よりやや南側で、第60号墳の東3m、標高70mの地点に等高線とほぽ

平行して存在している．

古墳の上部構造はすでになく、古墳の規模を明馘に把握することはできなかった。

(I) 遺惰

主体部（第67図J

軸 2.2m.幅 l

.lm. 深さ 0.3

mを測る隅丸長

方形の掘り方で

ある。

石室は、中央

郎で l.7m、幅

0.4 mを測る長

方形プランを呈

しているものと

思われる．壁体

の構築"・ 東ヽ Jヽ

ロ璧9こ砂岩ホ9レ

ンフェルスの鵬

塊2石を使用し

て腰石となして

いたものと思わ

れる。酉小口壁

主軸をN-85'-EIことる小型の竪穴式石室である。哀JIiii、現状で長

ヽこ譴

H
手
U
L

'・" 
第町図 第吟号墳主体部実測図 (l/40)
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,. 発撼調社""殿

は、礫塊'"を使JI]して楼石としてし,,.,.. ,,, ヽ II墜のありかたから東ヽJ•lll!!闘を頭1立にしたも

"と思われる， 4'!讃咆"礫塊Hiを使用 Lて瞬石となした，，のと思われる．腰石Jo面はほぽ＊

平でこ"''に数,,,のふ積みがありたと思われる，.~側墜いt側唸と lヽ,111の構築);法であ，•たも
のと思われる, li',mlillk~ 内外の角のとれた小礫を比用して敷石されている．

"i,'illl内外からば、遺物がま.,た<IU,七していない。

32) 第 60号墳

当占れは、丘陵尾恨上よりやや南側で．第捻号

瑣の北東2.5m、擁高70mの地点に等高線と平行

して1'/£している。

8!/1の上部構造はすでになく、古積の規漢を明

蒐に把燦することはできなかった．

(ll 遺講

主体郎 9第68図） 主軸を N-82'—wrごとる

小型の竪穴式石室である．筵頃Ii.現状で長軸 1

.Bm. 幅 1.3m、深さ 0.3mを測る長方形の掘9

方である．

石室は．中央部で長紬lm.幅0.5mを測る長 ！ 
力形ブランを呈する。壁体の構簗は．両,1ヽn壁に

砂岩ホルンフェルスの礫塊をそれぞれ 1石配して

籐石となす。北慨岐は 3石の礫塊を使用して腰石

となす。醸石上面はほぼ水平9こ整えられており．

その上段に整然と積み石している。南側壁も北憫壁と同様な

HM  

~ 

t
•
‘
L
.
、
、
し

―↑ 

1
9
,
 
'・" 

第図第'°"'負主体部実胴図 (1/め）

情築方法である．

(2) 出土遺物

玄室内床面中央から有蓋短頸壺が、身から蓋を取り離して

その蓋を身の績に置いた状況で検出された．

須恵器 有蓋短噸"°" l饂体

身 l饂体

こ ，

9・ 

蜘週獅0号墳出土量物実瓢図

(l/3) 

-76-

L 

l
j
 



第2序 城ャ谷，1坑彗

引恵器 9約 1吋）

膏董垣頸壼 (l• 21 IIH, 曲短敢壺の西である.1')1部は平坦でゆるやかに内傾し、

""部で虹立するしのである.,., 絃燐躙"箆によ..てりJられてお，'、斜がこ仕上げられている．

調整"外面で、器高の必捏を箆n,iり戯蟄Lており、それ以下と凪転ナチ調整している。内面1ま
底郎1こ不定方向,,_,.デ調整し．それ以下を叫転ナデ調壷している。色調は内外函共に肯仄色を

呈している。一郎外面に灰かぷりのため黄灰色を昼する部位があな胎土は微砂拉を含む精練

されたものである。焼成"良好であが 21,ff墜短瑣壺の身である."'部は平坦で胴部最大径

を中央躙よ 9やや上方に持つしのでl-l緑部は垂直に立ち上る．調整は外面で庇郎に時lt回りの

箆削9調整しており、体部はカキメ調整である・"緑部は損方向の.,.デ調整である.Jll郎中租

に調整後のl11修とみられる帖土の動きがある。内面1さ庭部に不定方向の.,.デ調整し．それ以上

を横方向のナデ調整して1ヽ ふ色調は内外ilii共に青灰色を呈している。一部外面に灰かぶりの

ため黄灰色を呈する部位がある。胎土は微砂粒を含む楕練されたものである。焼成は良好であ

る。この行蓋短頚蓋は、灰かぶりの状況などから推定して．短頭壺に蓋をした状況で焼成され

たものと思われる．

33) 第 61号墳

当古墳,.、丘陵尾根上よりやや南側で

第碑号墳の東2.5m、標高70mの地点に

等高線と直交して存在している。

古墳の上部構造はすでになく．古頃の

規模＆明瞳1こ把握することはできなかっ

た．

(1) 遺 構

主体郭（第701団）

Wにとる小型の竪穴式石室である。墓壕

1ふ現状で長軸L7rn.幅 I.Im.深さ

0.4 rnを測る長方形の掘り方である。墓

主軸をN-ll'-

道は南に1111ロしている．

石室は、中央部で長軸0.9m奮幅o.s

mを測る夷壁でやや広がる慧袖のコ字状

ブランを呈する。壁体の構築は、奥壁に

輯..

~ 叩

?
9
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9
9
9
9
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第61号漬主体冊空澗団(!/叩）
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,. 発絋調丘の記録

1石・"側陸に 3石、東厠壁に 4石の砂岩ホルン 7ェヽレス礫塊を配し、帳石となす．慶石幻面

は1玉"水平に整えられている．床i!iiは!Oo,内外の小礫1こよって敏石されている．玄,,郊には幅

l知の礫塊 l石を1ltき仕切石としている．この仕切ぷ;11面には'°"'"'"鎌塊'"'持って閉塞

している．

当占墳内外からは、遺物がまったく出土していない。
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刃2釈城ヶ谷・'"'"

3. まとめ

城ヶ谷，'"'群1ま．城,1』から派生する'""犀の舌状Ji餃loに分打する占収群である．今wlの発
l11調企で.33基の占禎が滋企された．前国の丘陵届部から先端にかけてヽ,,鴎妊9検'"された28

基を合わせると一丘陵J,に61基の占れが検山されたことになる、更に令固調企分の北東に続く

尾IJl上にt未調査ではあるが数・ト基"古埃が分布している Lのと思われることから今後、こ"

丘陰leに分布する占墳数は．まだ増加するものと思われる。ここでは私見ではあるが、今"'調

査分と前回調査分の古墳からみて考えをまとめてみたい，

当占墳群Ii.ー丘陵上に占墳が密集していることから．一連の群集収を形成しているように

みえる．だがその立地や分布状況などから考えると、 4つのグ9レープに区分できるものと思わ

れる．第 1のグ"-プは、丘陵中程から6.駿端部に張り出した尾恨上に分布十る141!の，¥れか

ら構成されているしのと思われる。第2のグループは．丘険基部から丘阪,,程に張り出す尾恨

上に分布する18基の古墳から構成されているものと恩われる．第3のグヽレーカi.丘陵頂部か

ら丘陵基部の尾根上に分布する19基の古坑から構成されているものと思われる• 第'"グルー

プは．丘駿頂部に分布する 9基の古墳から絹成されているものと思われる，第4の,・ルーカこ

ついては、丘陵がまだ北東に延びており｀末調1i.の部分があるため、今後若：Fの変動があるも

のと思われる。

次にこれらの各グループと構成している各古墳の石奎構造を考えると．大きく 5つに区分で

きるように思われる．

1類 石棺を基本形態とした小型の竪大式石室である。この頚の石室は．長軸がIm程で、

幅力'O.Sm程のものであり。その腰石が石棺のように阪状の石材によって組まれているもので

ある．

ll類 1顕の石室形態から発展したもので．完成された竪穴系憤口式石室が成立して行く

までのものであり、 4つに細分できる.n-• 類は、試iitt●'段陪のもので、無袖の羽子板状ブ
ランを呈するものである。この類の石室は．長軸が2m程で．幅がlm程のものである.n-

b類は．試行段隣を終え、竪穴系損口式石室を籠立する段階のもので．両抽を有する長方形プ

ランを呈するものである。この類の石室は、長軸が2m毯で、幅がIm程のものである.n-

c類は，竪大系横口式石室の確立段階から完成された段陪のもので、両袖を有し、短い前庭側

壁が付樟された長方形プランを呈するものである．この類の石室は、長軸が2m程で奮幅が1

m程のものである, Il-d類は．竪穴系損口式石室の完成段階から一歩発展した段階のもので｀

両袖を有し．短い前庭側壁が付加されたやや胴張りか羽子板状の長方形プランを呈するもので

，，がこの類の石室1ふ長輸が2.Sm程で、幅が1.3m程のものである．

m麺 ll類の石室形態から発屡したもので、竪穴系横口式石室を発展させ,Iii;,.式1i室に

ー四ー
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より近づいたものであ,,. 2つに細分できる w-, 珀"、横穴式1濱'"一つ✓>特徴である前

収惰必を持つも,,,と思い』ぃしも"で，竪・:,系抗II式9召化兌展Ltこ,,空で．肉槌を"'・ 短い

"雌.~,貌かけ.,され <'i'!\\ でやや胴"""~""彫―,,,, ""す~c のでふる．こ"●,,,,, 屯は

k軸が3mt,で．幅が I.Sm以Jcとなもものである．“室にf-t設されもら＼道Ii."室人"から

斜め,,方へ赳＜延びるものである.m-b凱11。9改構造においてm-,類とほとんどI司禄の

tのであなただ、 1;室にH設される＆辺にhi追を見る。二""逍は、 1濱5人口からゆるやか

に斜めJ方に延びる艮し、ものである．

l¥"類 ｛，柑9を駐＊としない竪大式石室である。この顕9心虫は、小礫塊を利用Lて組み」：

げられた)>}j形フランを出するものである。

¥"類 ,. 類の竪穴式,,室のヽ "''峡の一方をItいたような小型"憤穴式石室である．この類

"'嘩は｀コの字状プランを品するものである。

いま'.'ilHた上に検出された山れをそのる塞情造によって lfliからV類に分顛した。この中で

I類からU煩は,~・速の流れをもって発展したように思われる。この一連の流れの中で、被葬

it"'"非方法にも変化が生じたようである。これからは、この一連の石室構造の汰れと破葬者
n溝方法の食化及び9漬tり消1対年代について勉強不足ではあるが考えてみたい。
ltiから山窟iは、その<i室檎造から考えて. I類の石棺を基本形態とした小型の竪穴式石室

からU類の竪穴系憤II式石去へ，そしてWIii<>竪穴系憤,.,式石室を発展させたものと， 1類一

＂類→川類のように推移 Lて行くものと息われる。この推移に対して、被葬者の埋葬方法は、

I類では．この石室の構造.>..被群者は一度瑣丘上にあげられ、石室の内に上から安置され。

夭井石を架構Lた後、佐土されて密封される。この石室を使用した埋葬Ii.再度の埋葬は困難

であり追葬は考えられないであろう， Illllでは。葛道及び石室の構造上。被葬者を一度墳丘上

にあげるとこるまでは 1類と同様であるが、被祥者は墳丘上にあげられた後、斜め下に騒りる

凡道を通り。横方向に開P-rる石室入口から安置され。閉塞石によりこれを塞ぐ。この石室を
使用した哩弗は、閉塞石を外すことによって再度死者を埋葬することができるようになる。こ

の埋葬方法は．ー石宝を多期に渡って使用することを可能にし。一歩横1<:式石室の糧葬方法に

近づいたものであるが、被葬者を一度坑丘の上にあげることは竪穴式石室に通じるところであ

り．竪穴式石室の埋葬方法と完全に脱却したものではない.m類では．墓道及び石室の構造上

被詐者を一度墳丘の上にあげ。斜め下に闘りる墓道を通り積方向に1111□する石室入口から石室
内に入れるところまではU類と同様であるが。国類の石室幅は I.Sm以上と広く。被葬者を石

室主輪方向に直行させて安置させることができる石室構造を持っていふ又このような石奎幅

をも.,ている石室から主軸方向に直行して安鼠された状況の例が多いことなどからも。このこ

とが推測できる。この埋葬方法は。慣穴式石室にみる埋葬方法と同様の埋葬方法である。そし

て．この埋葬方法をとる石室の広さを確保するためには、石室の強度などから考えられた前壁

-80-

ー→

I 
・1 



'. 

第2寒 域ヶ谷，,,坑群

構造を持つ石室の導入が必要であろう．この石室構造が横穴式石室＂特徴を偏えたものである．

しかし、石室構造や披群者の安紺方法が損穴式石室のそれと{,非羞であ—9 ても、被詐者を一度墳

丘の.leにあげてから、鯰道を通して下へ降りるn業は、竪穴式,,室のそれと,.. 1様である．この
ょうなことから被葬者の埋葬方法も 1顕→ ll類-m類と変化もたものと思われる。これら一遍

の埋葬方法の推移い竪穴式る室の埋葬方法の意諏から横大式石室ヽ"塊葬；；法の意識への変化で

あり、経道のあり方と石室の内法によって、その埋葬方法の意識をつかまなくてはならないも

のと思われが特に紺道のあり方では．当丘陵上の第36号墳、第,.,;,.. 第51号墳、第56号墳

にみる徘水施設をつくり付けているもので考えると理解できるように思われる．これは....道

下に徘水溝を掘り、この上に角礫を架構して暗渠をつくり、そのLEを埋めて石室入口から斜め

上方に昇る募道をつくり出している例である。この事象を考えてみると、揖水施設を付設した

後．水平9こ延びる墓道を付設したならば、石室に被葬者を埋葬する際に一度被葬者を積丘上に

あげるなどの過程がいらず．楽にその作業と進めることができるものと思われる。それよりも

噌して．羹道を水平につくるということは．俳水施設を付設した後にはほとんど埋土する必要

がなく｀古墳築造の工程が楽になるものと思われる．このような労働力を考えるならば、俳＊

施設を付設したこれらの古墳の蔦道は水平9こ延びるものでなければならない．しかし、実際に

はその猛道は、石室人口から斜め上方に昇るものである．この事象をみる占墳は．なぜこのよ

うな墓道を付設しなければならなかったのか• それは、この経道のあり方に．埋葬方法に関す

る大きな意味があるからではなかろうか．この埋葬方法に関する大きな意味とは、その益道の

あり方から石室内では横穴式石室の埋葬方法をとりながらも竪穴式石室の埋葬方法の意識をも

っているものと考えられる．この墓道のあり方を考えて.m類は．横穴式石室の特徴を持つ石

室構造ではあるが、広い意味での竪穴系横口式石室の範疇に入るものと思いたい。
註9

次に古墳の相対的,,年代であるが、 1類1え、城ヶ谷古墳群9こみる 1類と同様のもので、当丘

駿上で検出された古墳の中で最古式のものと思われもしかし．この類の石室からは、出土遺

物が検出されておらず年代を決定することは困難である．弧引9が年代を決定するならば、宗像

•• 
市朝町に所在する朝町浦谷古墳群中のE-2号墳の石室構造が当古墳群の 1類の石室構造に類

似十るところが多いことから、このE-2号墳の築造時期とされている 5世紀中頃～後半の時., 
期とあまり差がない時期をこの類に求めることができよう.n類は、城ヶ谷古れ群にみるn類

と"ぽ同様のものである．この類の石室は．出土遺物が乏しく、馬蹄形溝の土器などからもく

わしい年代決定は困難である．他の遺躊などと考え合わせて年代を決定するならば｀＂ー●類
註` 註● 註ヽ

1土朝町浦谷古墳群のIl-b 類や蒲原宏行氏の n-•類とした宗像市稿元2号墳に類似する点

があることから. 5世紀後半の時期とあまり差がない時期をこの類に求めることができよう。

しかし．この類の中に6世紀中頃の年代を与えられるものがあることも考えなければならない．
註9 註•

Il-b類は．薩原氏のrr-,類とした遠賀郡岡垣町手野字片山に所在する片山12号墳や柳沢一
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男氏のm領,Ml勲氏のC類に項似する点があるこ eから、 5枇紀後半の時期とあまり差がな

い,.;朋をこ"象に求めることができよう. u-c取"·M町油谷，\•lftJIIの国一 b 顕ゃ蒲原氏の
"''"" Il-d覇隙沢即直類、珂l氏のC顆1こ類似する点があることから.s世紀後半の時期とあ

まり差がない時期をこの類に求めたいが、 u-c類に属する第31号h馬蹄'"'暑からtlLcした土

器をみると 6 世紀•I•頃のものであることから．この時期まで，，，造営期間が考えられる. Il-d 

"" 類は．朝町漏谷,\坑群'>IV-•類に類似する点や出士遺物などから.6懺紀前半の時IIJIとあま

"" り差がない時期をこの類に求めたい.m類は．城ヶ谷；；項詳1こみる国煩と"ぽ同様のものであ
"" もこの裏,,,,石室"・ 朝町浦谷古墳群1こみるIV類のものと類似する点があることや出士遺物な

どから 6世紀4峨～後半の造営期間が考えられる,IV類比 1類の小型竪穴式石室が形を変え

ながら残ったものであろう。この類は、出土遺物などから 6世紀末の時期とあまり差がない時

期であろう• V類もこのIV類とあまり差のない晦間と考えられるものであろう．これら 1類～

v類までの年代をみてみると. 5世紀後半頃に 1顛が出現し. 5 世紀後半-• 訛紀にかけてn

類が築造され、 m類、 IV覇 v類へと推移しているようにみえる。これは先に 1類からV顧ま

での石室推移とM様の推移をたどるもので、 1類-v類の流れはほぽこれでよいものと思われ
る．

さて．このように当丘薩に分布する61基の古頃についてみてきたが．この 1類からV類の石

室が丘陵上のどのような位置を占め、第1から第4までのグループを形成して行くかをみるこ

とにする．

第lグループぱ丘陵の基部から丘駿端部に帳り出した尾1l!上に分布するものである．この

地に最初に出現するものが、 1類である第切号墳である。これは、このグ"ープが占める丘陵

の中位に位置するもので、場所的にもよいところを選んでいる。その後他のゲループに竪穴系

横U式石室の試行段鼈の石室ができ．これが完成され、やや発展した段階に丘陵尾1l!上を第II

号墳、第19-l 号墳．第れ渇墳．第22号墳• 第28号漬の5基が次々に選び占地して行った．そ

して.m類である 9基の古墳が次々と築造されている。これらのことから、このグループ"・

5世紀後半段階に最初の古墳が出現し、やや時間をおいて. 6 世紀前半頃-•世紀中頃にかけ

て古墳築造のヒ・-クを迎え．その後このグループは古墳の築造をみないものと思われる．この

，，ループの中で• 第19-l号墳と第19-2号墳のあり方は．注目すべきものであろう。これは

第19-l号墳が完成Lたあとに19-2号墳が入ってきて、 1墳丘2石室の墳丘をつくり出した

ものである.cのことぱ両石室の被葬者間に血縁閣係などのような深い関係が窺えるもので

ぁ，，ぅ．

第2グループは、丘陵基部から丘陵中程Jこ張り出す尾根上に分布するものである。この地に

最初に出現するものが 1類である．第26号墳と第32号墳である。これら両者は、このグルーブ

が占める丘陵の中位と基部に位置するものである．その後他のグループに竪穴系横U式石室の
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試"段階の6屯ができ、これか完成されたもの,,, 第"'""、第31りけt

ダ'"給であもこい段これか発展した段階である第,.,;,記・磁はされ、 U類で，，るlU晶9』I,

“’”・次々 に染澁され，そ,,,紅第砂墳．席砂加9築造をAU役9こ、この 9・ルーバ9が暉；；；は

みられなくな・9 た• Cれらのことか,.. このグループIi. 5 世紀後 •j'頃に"'月の、＼爪カ・出現し、

あま＇）時期をおかずに ll類か築造され、これが6枇紀中項まで迅岱されていく. ""'"''こ6世

紀1lif·I'から 6 世紀中頃の占瑣築造のピークを迎え＂類ヽ'•""'が次々と築点された. tの後k規

撲な築造はみられず.6世紀未頃に 2基"占墳が築造されたものを蚊後にこの 9』レープの,Ifft

築 Iiみられなくなった・ このグループの中で.1113サ項は、城"'からit西に振生している舌

状丘陵に分布Lている古頃の中で、現在嘔ーの前力後Plittである．しかし、そ"規段は小さく、

築造された時期や周Jlllの古1ftなどから考えて、首長堪といわれるようなものとは息えれとも

らかと言えば、家父k的な性格を持ち．このダヽレープ"盟」ルりIii七であ・≫にものと息われる．

第3'・，レーブは、丘陵端部から1i陵駐郎の尾恨上に分布するものである。この地に絨初に出

現するのが、 1類である第'"'墳、第42片墳、第43・号れである．この 3基の古・"''文．いずれも

このグループの占める丘陵中程lこ密集して分布しており• 他のグループのあり方と翼なるよう

である。その後竪穴系横U式石室の試行段階である第50号1ft.第5J>}Jll,>2£ヵ浪造される．

そして．この竪穴系憤口式，，室が他のグループで完成し．このグヽレープにやや発扇した段階で

導入され.m類である9基の古墳が次々に築造され、その援第叩号111.第≪,;111の築造を紋後

にこのグルー.,.の古積築造 1よみられなくな•,た。これらのことから，このグループは 5 世紀

後半頃に最初の占れが出現する。そして．このグループ内で、小型の竪穴式石室から一•歩進ん

だ竪穴系横u式石室の導入を図ったものである．これらを基1こ他のグループで完成された堅穴

系横口式石室が築造されたものと思われる。又，他のグループで完成された竪穴系横"式石室

をやや発展した形で導入し、 6世紀飢半がら6世紀中頃の古坑築造のビークを迎えることにな

る．その後6世紀末頃の古墳2基か築造されたものを最後にこのグループの古収築造［文みられ

れなくなった．

第4グループは．丘阪項部に分布する9基の古墳を検出しているが北東に延びる丘陵が未調

査のため明確にはできないが、これを除去して考えると．この地に最初に出現するのが、 1類

である第臼号墳である．これば．このグループが占める丘陵頂郎の中心に位置するもので、場

所的にも良いところを選んでいる。その後この石室を発展させた竪穴系横u式石室の試行段階

である石室を築造した。そしてやや時問があいてm類の竪穴糸横口式石室の発展した石室が築

造された．その後に第55号瑣、第59号墳、第印号積の小型竪穴式石室と第61号墳の小型横穴式

石室が築造されたのを最後に古墳の築造はみられなくなった。これらのことから、このグルー

プは. 5 世紀後半頃に最初の古墳が出現し、この発展段階である 2 基のも·111が築造される• こ

の後｀若干の時間的空臼の後9こ｀この丘陵全体にみる古墳築造のビー9時期にこのグループの
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盟J-.11;/{/Eである乃邸り·/flt,•染必される. Lかいこ＂＇・ルー，・ 1こみがりn築造のヒ,_,,,.
世紀木に小咆,,,,... かできる峙瑚9こみられるようで、他,.,,, し一.,とは異なってし・る．

今、筍,,・，レープから第4グルーつまでみてきたが、これら,,.,,象から、．，；丘陵"に分布し

ている i浪✓o被拌 r,•は、族虻叙のものでなく家父仕的性格の強いものであろう。この中で• 第

3りけiや第56サれにみるような盟・ヒ的11在のものが各,・ レヽーブにIi任しているようである．こ

"盟 E的fr{f.のも"'"、 6世紀籍1半頃の，，”室1こみられ、それ以前のものにはみられない。又．

こ""陵に分布する占nが,,で、こ<06世紀以前のものは少なく、その半改以leが6批紀前半
以砕"ものである。このような時期に爆発的に /il/tが増~"する現象は、 6世紀前半というこの

時期に筑漿の囚造閉Iiの乱と大きな関係があるものと思われがこれは、継体天皇1-22年の

戦いに磐）tが敗れたことにより．北部九州で磐井の勢力下にあった家父長府達が古墳を築造で

さるようになったしのと考えたい。そして．この後粕屋の屯6などの支配下におかれ、家父長

肘応•;IJIの築造ができなくなったものと息われるここれらのことを考え合わせて｀当丘陵上に

分布する/il/tをみてみると、 5世紀後半に占墳が出現し、 6世紀前半から中頃にかけてビーク

に遠い 6世紀未の築造以後は曹古墳，，築造とみないこの現象と符合十るように思われもこ

れらのように一丘陵上に分布する占墳"詐構成1こついて述べてきた。しかいまだ不充分であ

,，、周囲の占れ群などとも考え合わせ新たな展閲をみせるもので、今後の課題として考えなけ

ればならない1'I題であろう． （安部）

註1 波多"研cs r城ヶ谷古＂群』 9ボクハウス株式会社・住友不動産株式会社 ,m年
註2 原俊一 ,, ●谷占＂群 1』 宗像市文化財調丘報告占第5集 1郎がF

註3 註lに同じ

註4 註2に同じ

註5 漏原宏行 f竪穴系績u式石室考J 『/jJj!文化の新視角』 雄山間 1箕3年
註6 西谷貞治 9稲元占＂群第 1期調企報告』 稲元古墳躙斉岡 1"76年

'"  註5に同じ
註8 ふ山勲 『片山古墳群』 福闘県文化財潟査輯""第妬集 1970<手

"' 柳沢一男 「北郎九州における初期績穴式石室の展開J 『九州考古学の詣問1f1』1"15年
註10 石山勲・ Ill述昭人 「平原古槙群の鵡査, r九州縦11自動車道間係埋耀文化財調査報告m』
福岡県教育委員会 1972'1' 

註ll 註2に同じ

註12 註5に同じ

註l3 註9に同じ

註" 註lOに同じ

註15 註2に同じ

註16 註 1に同じ

註17 註2に同じ
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I. はじめに

+猷店1よ、宗像"'"字二郎丸・;,堂t上に,.在する 5即>/;瑣と 1基"'濯遺情からなる＿瑯

凡堂 9上遺跳の調査報告である、＇

本遺跡は• 第1単に述ぺてあるように、住友不動産株式会社お上,,,ポ..ヽウ 9株式会!tie
よる大規模な住宅造成予定地内の東端に位置し（第 2図）、かって．昭和訟 (I釘7) ,,_, こ饂岡

註9

教育大学歴史研究部考I;<;班によって識査報告された r城9谷占積群』の立地十る尾根"東隣
リに位置する。これらはいずれも蝋船約370mの城山から西}jへ複雑IC派.,.,.る丘陵上に占地
し｀本遺跡で"綾面地点は標高約70mである。この尾根は20数年間が乞地造成工,.,こよってす

でにその大部分を失っており｀今回の調企"その基部のごくわずかにしかすきす‘．占瑣群の全

容を復原・解明することはい9ゃ«•r能である。しかし．調企区叫tを限る県道を挟んで．更

に北側でも大規桟な古れ群を敲認しており、それらとの間辿付,,,広今後の課題である．

調査前＂状況"、給水クンクの脇から第 9号墳と石積遺情SX!のmiをぬって城'"へと通じ

る小規漠な登山送が調仮区内を縦断十るほかは一面に笹や濯木が生い茂っていた。

譴査の方法は．古墳の存在が予想された第4号積｀石積遺I/ISXIと第'"がれの位11/する小

丘はトレンチを設定して人力で発掘し．その他の部分は重機を使用して表土を駈削し、地u,を
露出させていった。ただ、調査区の緑辺部分は傾斜が急であることや｀すぐF方に民家や溜池

，，どが存在するために防災上の配慮から末調査のままであるが現状では古墳を鍮認していない。

重機による掘削の結果．調査区の北半には遺溝が存在せ孔中央付近で 1基の,,室（第 1号

墳）を、そのすぐ南で人頭大の石材と浅い掘り込みを検出したが、後者は遺構とは認められな

かった、調査区の南西部で"・ 予想外の急斜面で第2号墳を、そして南東部で第3サ碩を相次

いで発見Lた。以後、盗掘坑の消掃、トレンチ発掘などで第 4号坑、第5号墳、石積遺構SX

jなどを検出していった（第71図}.

なお｀鯛査は昭和58(1983)年12月7日より始めて、毀印 (1984)年1月18Hに終'(した。

先述したように．当遺跡は標高60-70mの高所に位置する。尾根の西IJlli,大きくカットされ

て一面に笹が繁茂しているだけで、 Jt高30mの尾根上"12月ともなると冷たい強風の吹きさら

しに合い、弦風は砂塵をまき上げる。ときには画板が風をうけて躍り出し、図面実測のできな

いことも再三ならずあった。このような悪条件の下で、毎日発掘作業に参加して頂いた作業員

の方たち、および福岡教育大学｀編岡大学の学生諸氏に謝意を表します。
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2. 発掘調査の記録

1) 第 II}れ（第72•7"図、図版I0-2• 3) 
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第72図

Ill 主

第1号積主体部実瓢図,u.,,

体 部 9第72図．図版J(}---2• 3) 

重機による表±掘削時に検出した。遺存しているのは敷石．籐石の一部の

みで櫂石等の石室煎半部は失われている。石室プランは奥壁緬0.6m.残存

長1.6mで長方形をなす。敷石は長さ10-2fl<mの扁平な石材を統用する。ま

た．敷石，，下で腰石間に埋置した根石を検出した。

121 出 ± 遺 物 （第73図．図版）

敷石上で検出した．鏃身の縞は不明、茎は扁平な長方形の断面をもっ．

第73図

第1号墳出土

遭物実瓢図

(1/2) 

_,,,_ 

' 

~ 
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,. 発趾鵡.,. ., 給

2) 第 2 サ墳内第74• 75図、図版ll-l• 2) 

遇 1t,,_,•,,1,内部，閑沿約5,n,のふ斜;,,に"-•ける．そのために対""沈失L、さらに：二次堆

IHかI,屯を檀—9 てし，た，イ凶令,,東側にあけたトレンチでは、おのおり幅約 l.Smにいたる灰

褐色t,,洛込みを 2• ili饂認したが、溝状1こ巡る状北は認められ-r,また捏上し堕緻であ—9 た、

ill _I: f本部 9第74•75図．図版11-1• 2) 

9虚 iよ尖唸細約1ふ叫長さ約2.6mの長}j形プランで玄M部分でやや輻を減じる。駿""

とりわけて大きし、ィ，けを"''、るというわけでなく、奥壁も,,,mである，翌IFの石積み9よ破額の
ためか煎然としているとはか置いが、"ぽ5段目まで造存しており，内傾する．袖,;.,飢l整

か；，約浅,~内闘へ張りIIJL、hlド段"石けを立てるが、以上"俄積みに築く．面J庭部の貼..,,

"血観は逆,,角形に近く、小規佼である。床面に1士径10-20..の小礫を敷きつめていた．

閲塞は裾idciこ石けを3--1段横9月みにし、そ9消i面に大きな板石を立て掛けておこない、

""隙に小礫を允顧する 9第75図）。また．紺道ヽ 9疏認できなかったが、石室の形態から推Lて罷

がこ訟く如斜Lて取.,.,く紐,.ものであ→たと考えられる。

C2J HI C 磁物 （第76• 77図、図版17• 18) 

遺物は.,滓'""奥隅"""¼区面に集中 L て、敷石上で検出した―

が、観々：i散在しており、此位設を夫っていたと考えられる• また、

<4辺の二次堆柏厨で若干の（：器を出土している。

装身!l<第761叫・'"阪18)
切子玉 (1) 透'"度の劣る水品を用い．計12面をカットしてい

る．比さ 1.6,ffi・径1.2,ffl?.穿孔1ま片面からおこなう。

耳環 (2) 鍍金等の痕跡1まなく、青銅の馳膚が露出してじる．

閲曲は径3-4匹"楕 Iり形を呈 L 、·~実である．

鉄器（第76図．囮版18)

鉄鮨 (3-16) 大きく 6111に分類できる。 1類 (3)は広根式

に(<L,鏃身は編·~の二角形を呈し．縞を持たない.rr顆(4-6)

は上頭式のK頚鏃.m 頚 (7·8•13•15-16) は片丸造 9 の柳葉形

式で．茎の形状でさらに 21l11こ繍分できる .IV類 (9•10• ll) It片
}1協式• V類 (12)は曲1たをもつ柳葉形式.VI類,.,,ヽ 片であるが斧薪

式と思われるものである．
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第75図筍,.,,.主体部実瀾図 (l/40) 

一蹄一

' ...:..: 

・-



2. 兌掘調食が9品鮭

迫；~,~-
" 9● " 

IDCM 

第76頃屯2l}Jtltll L遺物実瀾Ml (l/ 2) 

三祈

s=c.z 
第77図

吟
刀子 (17•18) 17は比較的に残りが良く、柄の

先端を欠Illするのみである。関は1•i関で、幅的 l.600

"部長約8,mを計る.18も内悶造りのようで、ガ部長

は約5.looある。

紐濫（第力回図版17)

1, よ比道と推測される地点の二次堆積層から.2は

6室周辺の二次堆積層からおのおの出士した．これら

第2S・lfll0'1出.t遺物実瀾図Dの示す年代は．石室プランをもとに推定する年代との

(1/3) 隔たりが大きく．本古禎とは燕関係と考えられる。

土師器（第力図、図版17)

これも第2号項主体部周辺の二次堆積層から出土したものである...ぽ完形に近く復原でき

る臨で. u径約11.&叫話高約•~>atが器表11風化が著 L く．諷蓋痕ヽ9醸認できない．塁

についての編年賓料1ま乏しく、位置付けは困肇である．
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3) 第 3 り坑（第78·79図、図版11-3• 4) 

誠,,,.始,.. , 砕．では，',lflと想定していなかったが．瓜機に"・伽削でイ，材を検/Illたために
以後はトレ，．，.年よ定して人hで発狐Hiった。 しカ・l,fi'炉 9東側は品傾斜Lてill/Ii',とな

,，、 f)jiこIC家HH£十るため1こトレンチを延長できず、れ梃を絃絡Lていない，

Ill 遺揖（第78•7'図．図版11-3• 4) 

墳丘 、直fの北"およ""側に政定した卜しン＋でJft裾（盛上d漁囲）を確認できた。北

> vンチでは、""り9中心から約5.9m の地点に盛ヒの闇始点があり、その-It!> で""'~""

深さ糸,0.4mヽリ春込みと検出した．一方、丙トレンチでは削平を受llたたがこ盛,tlifi室中心

から的4.7mの地点から始まり、そこからf.,J6,lmの地．点までは地,,,が露""ていた、したが

., て、項裾は石室中心から4.7-6.1 mの間に求められる．この2つのトレンチ観和から．本

古墳Ji直径約i,mの範囲にわたって盛,tをもっていたどf・想されもまた、北トレ，＋で検1K

lた落込みは、西トレンチでも紺約3m、深さ 0.3mの活込みに続く

と考えられ、 6室の北側から西側にかけて園漏を推定できよう．

主体輝 主1本部は、奥璧緬約 1.6m、長さ的2.6mのJ化を横大式

石室で、弱い崩張りを有する．壁体のJc.'~は破壊され、 4-5段の石

Illみが遺存する。袖石は大石を3段横積みして構成するが、そ"'"面

で1-2列の貼石を以って安定させていふ敷石は閲乱されており原

位置を保っていたものはない。また、馳山面では麗石'"に根石を検"'

した。

匪石ぱ維石の中ほどに一枚の鼻平な石を敷き｀その前面に511!1の石

を並べて構成する。閉塞はその上に、高さ 4藝と L50-•余｀厚さ公"'

の大石を立て掛けて．間隙を大,]・の礫で塞ぐ．

墓道は約2.2m延び．床面はほぽ水平である。

121 遺物 （第80·81図．図阪17• 18) 

遺物は．墓道・墳丘から須恵器を｀石室から鉄器片等と人甘片を出

土Lた。うち、人骨;,頭骨で．石室左奥隅で床面から約'"'"浮いた状 9 l.M 

態で検出 Lたが．遺存状態が悪く、取n上げ時に粉砕Lてしまった。

鉄器（第鉛國．図版18)

鉄饂 (I• 2) ,)ヽ 片である.21こ鏑は績察できない。

鮨 (3) 刃郎幅約0.9<m ・同長•-•~の細身のもので、断面"三
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第79図第'"禎主体郎実測図 (I/幻）
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角"をなし，,,,こ縞をしつ、茎には樹9史と息われる装廿我9・{、tttしてし：も
，，子 14) "部ヽ,,,,・片こ残Ima国、船約 1.7≪・
頑恵協 G郎1図.M版17)

l は 1印丘から、"'"'道からそれぞれ 11\L した• l は約½<残す＂盈で、復狛"径約"-'年

である.>e!t部とII秘郎＂＇度に純し、段ともつ。 2はほぼん形の柘9で、"'径約13.C,,止器麻3.

6.u. 燎成ailt、'・

＇

ー

一

1

3

C

M

.5
 

[＇ 

且

細図第3号畑土遺物尖測因 I(1/2) 

已已□＼
~ 1;,,,, IOCf 
第81図 第"'禎出j遺物火嗣因● Cl,31 

4) 第 4 号墳（第82•83•84·85図、図版12-1• 2• 3) 

調丘前から古111と考えていたものである。 llt丘"かなり変容・カットされ、隕部には輻約3

m、長さ 7mの大きな陥没坑があった。調生は、陥没部分の埋土を餘去して,;室を検出する作

業と、墳丘に 3 本のトレンチ（おのおの方位の英語頭文字を冠して、 N• E• Sトレンチと呼

ぶ）をあける作業を併行しておこなった．その後、作婁の進捗状況をみて順次サプトレンチ．

(NEトレンチ.SW卜いンチと呼ぶ）を設定し、最終的には盛土をすぺて剥いでl/lli部分の

地山面を検出した．

(1) 遺惰（第82·83•84• 85図．図阪12-1• 2• 3) 

墳丘 トレンチで観察できた知見を以下に記す．

Nトレンチでは．盛土は石室中心から約3.6mの地点まで達存していたが．以北は登山道な

どで大きくカットされていたために槙裾は確認できない。地山面""地表と思われる｝は北か

ら南へと緩く下降し、残存部では約1.8mの距離をもつ南北2点開で0.6mのIt高差をもつ．

Eトレンチでは．盛士が石室中心から約Smの地点で開始され．その厚みは最大 1.5mあも
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第ぬ図 第 4 号•第 5 号墳周辺地形測量図 (l/200)
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第認図 第4号墳主体部実調図 (I/如）
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,. 兌細濁食いぶU

••• 

二二‘‘ニ・'・-"~' 

千
~ 

,~ 

, ... ,, 飴らし；・浴込,.,,観“でざ九 j也'"'"はそ,,まま級やかに 9闘Lて行

'. s 卜 9 ン・•:.t, Hi•• 滋'.'次l<l/ll,・令Lく．瑣裾"盈別9紺
達てあ たが.'心が9丸ウ・ •,t-14.8m'•地点で9直比できた。以''"こと

から.....いfl,tlW>mo<'i俵叫'IJJ¥に復原でさる、また、 卜しンチに,,,湛

心現い,,てしカ ・が．第5サれやし積遺構SX tと"""ヽ 」掘削されてい

たと息,,れる．

主体部（第四l刈．図l!<te--1 • " .£1>部は酋ヽ皿11する・・"の

横よ式{,雀であな現状では、れ頂から""'"'血まで約4mある．

''""、腰≪とそのLJi"<IIAI-2段と殺十のみでK破して,,た．

恥配浪11111'業9ド、散乱Lた敷石上で、伏せてfllみ直いた5髄it"土餞i

器皿を検meた（図氾＆り）。これは．盗掘時に遺素されたというものでは., 
なく、代地と Lて,,,利用された1且跡であろうと考えている．そ"時期"

'" lJよそ13散紀頃であったろう．

''"の半曲ブラン：'・ 曳堅輻約 1.6m.長さ給）2今6mで第3サ坑上体

海とほぽ等Lぃ．桓{1ft.抽"の中央あたりに 3観ヽ'"材を一列に並べ

て情成十る．支た` 玄ド,,,,面"貼<llil-2'1]の小規桟なものである．

閉寡'・ 紅"上に扁平な大石を立て掛けて、その間疎を大9卜の礫で充

,. 顧していもこれに取り付く経道It、水平な床面をもって脊）4m延びる
~ 

が．そこでカットされている．

屯応,. ""'"' 
日け部閉裕状" ,,, "' ヒ遺物 （第ai•87図．図版17•18)
(1, 叩9

辺物は・"送内から致点の鉄器片と中世の土師器を.1/1丘からかな 9

"航9濱池器・上帥器と検出したが、それらの出土状iJ/.1よ箪認できていない。以下で．墳丘出

L"lc器に閑LてはそのりLt地点を 1-IV区と記すが、それは収丘を石室の中軸線で4分割し

その北仮部分を"'、以＂糾 tw"こU-IV区と呼称したものである．
鉄器 9第81i[<.図版18)

石虫理土,1,カ・ら出上Lたもので．躯位置を保っていたものではない。

鉄饂 (1-4) I・2は片刃箭式の.3は圭頭式、"'柳薬形式で片丸造9である．

刀子 (5) 背"厚み"約4一、断曲楕円形に近い柄縁金具が残る。

須出器 9第87·88•89図．図版17)

杯董（第郎図I) IVI幻出士の小片．図上復原したが.μ 径は信頓性に乏しい。天井部と

μ舷郎"坦に,,1腺な稜"なく．純く屈折するのみである。内面に粘；L紐巻上げ痕を残す．

杯身（第88図） これも盛土中から出土した小片．
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!VJ(から出 H

たはII完形品で．セ 9 卜と考えられる．迄""'●" 

JOぷ~叫器"'·ふ紅計J<,111•18.:Jm, 5.7.mで

ある。といこ外曲,,箆削"'1lt絞的 l亨で、内外か

ら外測へ向って左fui')に粧十．知珀壺"屑,,張,,が
顕箸で• II紘部は緩やかに外彎する．駈部内血"約

5.Swの径をもって小さく凹む．また、旺謳内面と

眉部外面に箆記号が見られる．

短頸壼・董（第87日 3•-ll

llはNEトレンチ発械中に

Ill土した。実測図は小片からの復原図である。受部

は"径年、深さは 7四ほどであろう。"綽部は屈

折 L て 1l1lき、端部断面は俎形に近い。外面9バI•位に

彗合（第邸図8)

八
／
に
ーI’

ー

ー

，

h,
',, 

甘い凹線文をラセン状に施し．そ9刈

文で装飾する．文ほ術の下方はカキ目調整する．

脚部"透孔を向側に残く縦長の残片である.'れ

から推Lて. 4方に長方形透孔を 5段以上にわたっ

., 縦一列1こ穿孔していたと考えられる．各段の透孔

の間は甘9、世l線でに画しおのおのの文様帯を 1-
t
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第'"項出土遺物"測図I(l/2) 

ロ
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第印図 第4号れ出土遺物実鵬図n

{1/3) 
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'"''"・'冒・椎拙な櫛紬波状文で允顧する．

甍 i 第""、41•,.'l¥曲[411 部沼 1• rn,n,.1,• ら；J[LL Oc. li110I>約ふ.. 711 
屈"国edl'O. Iは"絃瑞.,を"直...,,. に記,,,せ．そ,.,,,,に"'し：［新血.,りJ[入"、ャー

”ぶ9い，"'を巡らす，以,.珀褐ii方までを文紐俗とするが、,,,位ややu;,こ ゑ"'"'総を刻ん
芍 iML, tH• おのに櫛1釦た状文を施

す. 2ヽ"'樟端部か肥厚,.小さく垂

9する，

第"'図 liiSトレンチで押し潰され

たような状態で出.tLた。ほぽ完形9こ

近く複脱でき• UJ登仕"・・ 器高"'冨。

＂部にはりをもち、"絃部は緩く蛇行

Lて大きく淵<."絃部外，いを 3条，，

沈線で1心画L、←しから順9こ櫛描波状文、

i,, 屈J突文.,,,波状文を施文する．
上帥器 9第88• 涜収I)

,.道埋土

中から出士した。'"閲瑯内i●Jc.•~ に
幅約,~の帖Jell!巻J・.げ痕と残す．両

萬杯（第邸因5• 6) 

者とも外血磁整は不明である．

手握ね土彗（同7) u紘部を欠

損する。外面調整"不明にが、内函は

全面に指頭圧痕と残すc 1 区出-"•

胃ヽ
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2. ．駈逍介、．，記鯰

皿 9硲""'"'-5)
u-,;,, 後、 t祁｝約：｝直

5) 第 5
 
号

"""敷iii,に1人せてあうたものである。 5條"と tJ,,1111で、"径
吐郎；かrnある,,は小さな ,,;ti氏で.,.ずれ.., .. , 転糸"'頓を残T,

収 （術82・9llsl、1,1版12-4)

“臥M

て_:'__

n
g
s
b
 '・" 
第"灰l第5サn上体郎尖測図 (1/40,

三しー一 ー-戸

疇□立~-
第.,因 第'""'"上遺物其調図 (1/2)

Ill 遺 輌 （第91図、図版12-4)

調丘当初に設けたトレンチで"遺構を発

見できなかったが．全面を地山まで下げた

段階で検出できた．璧体はまった＜遺存し

ておらず．敷石を残すのみである．
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'13駅 ．郎凡窄,,,遺跡

畔叫．層観巌で t盛土は鉱認でさなかった。敷"は現地表の頌• 直に位置しており、盛le•

地山といこすでに大さ、；削平を.,,,ていたといえる．

散""径10~,~m,;it 後,,小礫を"'い、そ,.タ)iiiから羅定でさるイ逹内法1よ．幅約0.9mで．

長さは2.2m以上と,,うことである。また、細形の北西側小II部分；,,,, 央部がやや恥，•l'tJ!出i

となり，向側に石けの抜取り痕があることからここ <l:"1とする穎穴式仏室を患定できなさ

らに，敷石の範圃と考直するならば竪＇大系隕u式石室であった ,r能住t,強 I•,

121遺物 t第.,図、は版18l

嗽石上から 2点の鉄器.出土したのみである．

鉄器（第92図、図版18)

刀子 (I• 2) 1は大型の残片．背幅は...残/;長約!:lo>。21HJ郎中央を欠,.,関

は木質に覆われてお凡形状"不明である．

6) 石積遺構 S X l (第93図、図版13)

(I) 遺構 （第93図、図阪13)

記
し
巨

Y
、‘>し

1:. 

,~ ,. 

t
 

し，

第切図石積遺構SXI実襴図 (1/叩）

-100-

' 

,
.
i
1
i
1
1
L
 

i 



L 

‘ 

3. 烹とめ

第51月位'"仮に位111すも検！じ時liJ瀕 ').;<>{<1礫,.. 乱惟 1こ積み •hなヽ・ており｀崩壊した"'

'""思定l芍ヽた. lかし. j怜1餞家でIt掘形などい1りl瞭なう{;を4めなか・,/

除11した．そ"際に,,,.,消'"で小材,,血をほえた,,積みを検IHL、以後そ"曲を追..て"材を

心ずし吋9った．が9結果, 1-3段叫iを,,,乏・揃え．給"・'"'にわた・ベ緩<L字状に配列

Lた{ii●追構SXIを検LLLLLこ．

佃えた血ヽよ""誤直に近いが、基庇部は南東部分から北四郎分へ,,,,って傾糾L、そ,>)t.S差

; t6四ある。こ"ことからJi室""'徒性は舌定されよう．一方、,,JJ後"'"'のくひ,,部に誕こ
されたS石と仮定してし、そうした場合の主f<部となるぺき第""負ダ,.,,を中心までli約Sm
であり、 01[}J後l'I墳としては小規撲にすぎる．また｀七・積みの面が重虹なこと、，h内では前方

後"'墳を含，，，て!!<,を施した古墳を確認していないという現状し貸,,説には不和1である。した

がって、現段階ではこ"遣構の性格は9湖であり、また、伴う遺物もなく築造時期t判然とし

ないただ、"'れがる屯に使用されているものと種類、大きさとも共通するということと．第

"'"'に近接しているという理由から，第ss-mに関連する遺構であろうと推潤しておく．

3. まとめ

以 I.が今'"'の調査で得た知見である．
庄・

かって,1971年1こ幅1叫教育大学匝史研究郎考,.,,,JIE,こよって調査された 1三郎丸古坑群Jの
,E絃な''""地Iよ9幻知していないが、本遺跡と"'"線にして約700mの距嬉を隔てていおり奮同

じく「二郎丸Iの地名を冠Lているものの奮遺跡に直接的な関連を認めているしのではない．

紋後に...遺跡の遺構とまとめて結びとしたい。

今回の調付でば、 5基の占墳と 1基の石積遺構を検出した。

第1サ禎Iょし室・坑丘とも1こ規桟は不明である。また、築造時期を示す遺物tない、＇

第2号1/1も1/1丘規筏は不明である．石室Ii, J.2mX2.6mの長方形プヲンをもふ竪穴系

妍μ式＂形態をとると考えられる．本来は南へ廷びる短い墓道が付設されていたであろうが検

出できなかった。鑓かな年代決定をしうるような遺物は出土しなかったが、石室形態から推し

て6批紀前キを中心とする時期に造糞されたものであろう．

第3サ碩'""丘径約12mで周溝を有するが｀全周はしないであろう。石室I士規撲J.6mX2.

•.m の駐室横k式石室で．垣い屯道が南に延びる．項丘および墓道から出土した土器は 6 世紀

後半のものであり｀型式を異にすることから追葬が行われたと思われる。

第4号l/llil/1丘径約!Omの円墳で.,●濤の有鰐11確認していない。石室Ii1.6m X 2.6mの

長}j形プランをもつ単立携穴式石室で第3号れ主体部に桓似する。墳丘からかなりの士器を出

上したが、これらは 6世紀中葉～後半に位厩付けられるものであろう．
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筍'".O¥A空,,,直跡

第 51}れは敷"のみを遺1,•する。そこから復原される""規投"· 輻0.9m.1'さ2.2m以

L''狭たな""''プ弓ンであり、おそらく竪.,,系横"式4咽でありたと思われる. ,, 代を、,,す

遣物は残っていな,.が. """'ランからみて 6 世紀』111'1らに It 十でに烹砧を終えて ••Iこであろう．

ふ積遺清SXIt. 清築峙期.fU名とも臨定できる遺物を tたないが、た述したよ・＇’迂呻

から、第5号積に付属するものと芍えられる．

以上のような年代推定カ・認めら』しれば．本占墳群"形成は以ド"ようになる．

まず、 6世紀削半"頃までに第2'}墳およひ第51}禎か築造される．いずれもイ""形態から

推測したものであるが．同様にして両者り1111の先後関係は第'"填が先行すると考えられる．

その後、第4サ墳、第3号墳が6世紀中蕊 1,,後葉頃に相次いで纂造される。こ,,,,,甘"・"
室プランが極めて相似ていることから．表現の上で＇中葉、後槃 Jと区別したものの、実際の

時期差はさほどでもなかったと考えられる．また、第5サ墳．第4'}瑣、第3',・項はI<恨上に

ほぽー出線に構築されており、かつ相互に17-18mの等間隔を保っていることは、これらの被

葬者．あるいは古墳の造賞者たらか近い•関係にあったことを推讃させる．

第1号頃の時期を位置付ける資料はないが．上述したように第'"禎～第5'}坑が必'"から

低位へと築造されていることから、第5号墳に先立つ,,,能性がある． （飛 野）

'" 
註2

クポクヽ ヽ 9ス株式会社・住友不動産株式会社『城9谷古墳群一饂閾県宗像郡宗像''""'"・

積在遺嘗ー』、 ,m
1碑4年5月-12月"諷査を行った．宗偉市大字栢地原.,,梅木に所化する"地屁檎木遺鯵第

7号墳（横穴式石室を主体郎とする、径約8mの""'で"・ 鑢泉窯系宵磁椀4、"Jill、

白艇n禿げ皿1などの輸人砿器のほかに．須患器摺鉢．瓦質土器●9井（以上完形品）や多数

の土緬醤を出土した．これらは出土状祝からみても、"世紀に""を保として再利,.したも

のであろう．

石室から中世の遺物を検出することは決して珍しいことではなく．それらの中には再利"'時

の散獣土器が少なからず存在すると考えている。

註3 ．憤田賢次郎・轟田勉 f太宰府出土の輸人中国庫磁器について」

4、1978

註4

『九州歴史沢料館研究論集』

編岡教育大学歴史資料室 9三郎丸古坑群

ーJ 『福閾教育大学紀要』 21、1"11
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氾'"結駐

第 4章結語

'I弓げ． ．郎~)也l•FtJ也叫梵に伴·, 兌掘晶i査"・19?4'1'と1!183-1批,,,この2次にわたる．
1次'"'"ょ紙l叫教弁人'i'歴史碩究部再li't班h-f'で、 2次瀾たは宗f即 9教＃蚤は会が担当し

たが，こ"'°''・"ilは、,,澤国血等の淀更により，,,,_,,,,,プランクを持ったことになり、こ"'
間に打政と1叩発と"密が''''"協議がii'"'れておれば，調査叶繭もゆとりと持ち、破譲せずに
保{/,>できた、＇ぶ lL数多く見い出せたしのと思われる．今回の半業終了にあたり、このことだ

'"'伽やまれてならな 9ヽ．

，，し卯浅掘贔社が大規撲な""となったの1士、当初の事前路査による古墳数を大巾に上まわ

る古坑か検出されたためである。当切の踏釦こおいて約15基の古墳9こ墳丘が認められ、調査日

程にも余裕があサこが、既に111l墾されていた丘陵部に墳丘を失った古績が群集して発見された．

さらに拍"協議の段南では保存の決まっていた 1支群の古墳群が潤査中途において、現状保

仔がイ9可能になり．念拠．発掘閾在をせざるを引なくなったためである．

ここ数,,火の京隕Ji内の緊．急発掘調査において、特に5-6世紀にかけての占積は、宗像地

方特有のものかと思えるほどに，主体郎のB絋が深く、天井石の高さ1こ墓砿の上端がくるもの

がほとんどである。このために、瑣丘蝠士は少なくてすみ，必然的に低い墳丘をつくることに

なる．分布調企ある9、9文9●発に伴う事帥踏鉦においても、この種の古墳1文，非常に発見が困鑑

であり，担当紐かせといえる．収丘を失った古れが処女積であったという経験を何度もする

"は、宗像のみであろうか．

城ケ谷占積群：,,'回にわたる調査において 1支丘に61基もの古墳が群集するという，まれ

に見るものとなったが，潟査の結果から十ると．遺惰の遺存状況は非常に悪く古墳の築造過程

を詳細9こ捉えることは不"r能である．このため，調査の主眠を主体部に置かざるを得なかった．
坑丘規桟は第3号れ（前方後円墳、全長22m) を除くと，直径20mを越えないものばかりであ

り，平均して10--15mの間に収まるものと推定できる。

1:f>部は．小型の竪穴式＂室と単至の横穴式，，室である。横穴式石室は堅穴系積口式石室と

呼称するもの"l'..羨道を持た-r.玄室に向って下隣する茎道を付設するものを主体として．玄
室に前壁楕造をつくるものも含めている。この鱈の石室の特長は．石室長軸が丘陵尾根に並行

するか．緩斜面の等高線に直交する立地をとるため、 6世紀後半以縫に見られる．丘陵斜面に

位置し，石室長軸が等高線に直交し、玄室床と同じ床面高の墓道を付及する古墳とは異にして

いる．このため．宗像9こ特有の深い崖砿を生かすには、玄室から登り勾配の墓道をつけるか、

長い贔道をHttする必要が生じる．宗像における竪穴系憤口式石室の出現期 (5世紀後半）．に

は．非常に短い窮道．あるいは前庭部と墓道をつくり．むLろ石室入nの前面に竪抗を羅り、
さらに横Uに至るというもので．墓道のイメージからは若干はずれる構造のものである。
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第,,.結話

深い心ぷに収•い凍Ii. 船址璧そのも"カ・味的•II強lこ伽ヽ役割とはたしており・'"庭側

梵も貼ふ状のtのでばなく、恥低部から積みあげて、測壁人端，11.¥地壁で包み込まれるために

強囚なものとな—9 ている．こ,,深,... 絋壁そのものが．宗像地域に、決道ともつ横'•むt,,.. の
導人を遅らせたものと推定できる。

遺物"・'直りの内外に各橋見られるが．当占墳群，，時期には.,遠内ヽ,,上器の幽詳"まだ

見られない。第17りれの駄道脇"地山整形面においてあった耳環と空J遠人れた須恵器と_L絹

溢を使った容器の埋置"・ 山積築造時、とりわけ地山整形時における rまつり」として注"で

きる。このような例は最近の調査でも類例を増やしつつある．

玄室内の出土遣物については．大半の古れが著しい盗掘を受けているためにめぽしいものは

なかったが、第2号墳出土の鋸は両刃で現存長16.3a胄をllll'J.基郎から先端へ向けて先細りナ

るものである。近年の調査では宗像市の朝町百田遺跡B-2号漬、須恵?t,iJII占墳（前方後

円墳）・""三倉古積群'"'称）からの出土がある。いずれも両,,である．

宗像地域の古墳，，.,)葬，9卜には.II!!地域に比べ鉄製品．金銅製品の多さに驚く．主要な刷葬品

，，多くは例鮮キ島から，，搬入品と考えられる。古ft,辰像は、大きく 2つに分けられる。津柑鯰

町・玄海町・謳問町の海岸部と宗像jJj• 福間'""内陸部である．この 2つの地域は漁業と農繁

をそれぞれに生業と Lて持ち、互いにおきないあいながら宗像族として1,在していたものと思

われる．朝鮮半島から鉄および金鋼製品は柄枠部浄民の航海術に負うところが大きい．

城ケ谷古積群の61基に及ぶ古墳"・5世紀中頃から6世紀中頃まで，，約 100年l'lに築迄され

たものであるが、この築造綱問の前後には当古坑群ののる丘陵には古墳の築造はなく、近くに

後続する古墳群を探すとなると、平等寺向原遺跡1・n群があてはまるものとなろう．

宗像をはじめ、他地域においても古墳が大群集するのは6世紀後半以降であり、それ以前に

当古填群のように群集することは異様といえる。宗像9こおける竪穴系lllu式石室が主流となる

5-6世紀の 100年問は、従来の稲元古墳群・帆町浦谷古玖等に見られるように、 1群の中で

l連のものとして群構成をしており、その対比において、今後．築造集団の位置づけが課題と

なる。

最後に．本来果たすべき役割である過去の遺産を未来への声として．保存活用すべき貨務を

lBIIの報告書と出士遺物に置きかえなければならなかった担当者の力不足と怠慢を深く反省し

今後の指針とすることで結語としたい•
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